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『
水
』
―
と
て
も
身
近
な
も
の
な
の
に
、
ち
ょ
っ
と
情
報
を
集
め
よ
う
と
思
う

と
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
か
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
か
ら
『
水
と
の
つ
き
あ
い
方
を
考
え
て
み
よ
う
』
と
い
う
方
の
た
め
に
、
出

発
点
と
な
る
と
て
も
役
立
つ
情
報
源
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

情
報
の
海
に
漕
ぎ
だ
す
前
に

探
す

ま
ず
は
現
場

フ
ィ
ー
ル
ド

へ
で
も
そ
の
前
に

読
む

集
め
る

整
理
・
分
類
す
る

調
べ
て
み
る
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富
山
和
子
「
水
の
文
化
」
と
は
何
か

第
2
回

『
日
本
の
浦
島
、中国

の
浦
島
』

日
本
海
・
丹
後
半
島
、
浦
島
伝
説
を
訪
ね
て

‥
‥
‥
‥
‥
　
15

‥
‥
‥
‥
‥
　
28

『
ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
』
よ
り
　

「
京
の
文
化
は
日
本
海
文
化
で
あ
る
」
と
書
い
て
日
本
海
文
化
論

を
展
開
さ
せ
た
の
は
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
、
雑
誌
『
文

藝
春
秋
』
に
「
水
の
文
化
史
」
を
連
載
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、

世
の
常
識
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
そ
ん
な
理
論
を
打
ち
出
す
に
は
、
実

に
勇
気
が
要
り
ま
し
た
。
歴
史
家
の
友
人
に
恐
る
恐
る
相
談
し
た
が
、

せ
せ
ら
笑
わ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
け
れ
ど
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど

に
私
の
確
信
は
強
ま
る
ば
か
り
で
し
た
。

●

設
立
記
念
会
開
催
レ
ポ
ー
ト

●
「
水
」
関
連
図
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
方
法
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情報の海に漕ぎだす前に 探す
当センターがホームページ上で公開
している「水」専門のライブラリー
データベースです。関連図書、研究
レポート、水にかかわる生活意識調
査報告など、約１万３千件のデータ
からの検索が可能です。
生活、飲食、健康、風呂・温泉、と
いった身近なテーマから、環境、科
学、建築、産業、歴史・風土…あら
ゆる領域に広がる「水」関連資料の
収集を続けています。河川・湖沼の
関係資料も豊富に取り揃えている他、
酢や酒などの醸造分野の資料も収集
しています。

ミツカン水の文化センター
ライブラリー
http://www.mizu.gr.jp/

情報の海に漕ぎだすための

出発点

「水」関連図書データベース検索方法の
詳細は、本紙28ページをご覧ください。

ミツカン水の文化センターライブラリーの分野別分類
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国立国会図書館
http://www.ndl.go.jp/navi/index.
html
収蔵されている資料のうち、最近１年間に
整理された和書約10万件の書誌情報の検
索が可能。

Libraries in theWorld
世界の図書館
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
other/other＿libs.html
世界約54ヶ国におよぶ図書館のリンク集。
筑波大学附属図書館が提供。

学術情報センター
http://www.webcat.nacsis.ac.jp/
文部省学術情報センターが提供する学術
書の検索サイト。

日本国内の大学図書館
関係ＷＷＷサーバ
http://www.libra.titech.ac.jp/
libraries＿Japan.html
日本全国の大学附属図書館リンク集。
東京工業大学附属図書館が提供。

《図書館》

日本書籍出版協会
Books.or.jp
http://www.books.or.jp/
日本書籍出版協会による新刊検索の基本
サイト。1997年12月までに刊行され、現
在国内で流通している約54万点の書籍を
検索できる。

TRC図書館流通センター
http://www.trc.co.jp/trc-japa/
search/trc＿www.asp
1980年1月以降に出版された約70万点の国
内新刊書籍を検索できる。会員に登録す
れば、探した本の注文も可能。

トーハン本の探検隊
http://tohan.gsquare.or.jp
大手取次業者トーハンのページ。4万5千
点の書誌データを検索できる他、会員は
注文も可能。

地方・小出版新刊 ニュース
http://www.bekkoame.or.jp/̃
much/access/actop.html
地方出版物、小出版社刊行物の新刊リス
ト。

《新刊書》

紀伊國屋書店
BOOK/WEB
http://bookweb.kinokuniya.co.jp/
日本一のアクセス数を誇るオンライン書
店。和書約130万件、洋書約200万件の書
誌情報が検索できる。購入は画面上での
簡単な会員登録が必要。書棚コーナーで
は、分野ごとに本の表紙画像が並び、書
店ならではの仮想体験ができる。

丸善
http://www.maruzen.co.jp/
和書約140万件、洋書約135万件の書誌情
報が検索できる。購入は会員登録が必要。

八重洲ブックセンター
http://www.yaesu-book.co.jp/
国内書籍データベース（日本書籍出版協会、
図書館流通センター）へのリンクあり。

三省堂書店
http://cmall.tjsys.co.jp/cyber/
sanseido/
国内書籍データベース（日本書籍出版協会）
へのリンクあり。インターネットショッ
ピングでは、280万点の洋書データベース
より検索ができる。和書・洋書ともに、
購入は会員登録が必要。

旭屋書店
http://www.asahiya.com/
国内書籍データベース（日本書籍出版協
会）、洋書通販会社スカイソフトへのリン
クあり。書籍・雑誌等の購入は会員登録
が必要。

本屋でござ～る
http://www.washin.co.jp/honya/
中小出版社約80社の書籍の検索・購入が
できる。

《オンライン書店》

Amazon.com Books!
http://www.amazon.com/jp/
300万タイトルを扱っているアメリカの代
表的なオンライン書店。

スカイソフト
http://www.sky.co.jp/
一般洋書約35万冊、専門洋書約170万冊の
検索・注文ができる。

《洋書》

日本の古本屋
http://www.kosho.or.jp/
全国3000軒の古書店組織である「全古書
連」が作成するページ。古書検索の他、
東京の全古書店リストなどを紹介。

BOOK TOWN 神田
http://www.book-kanda.or.jp/
神田にある古書店を紹介。古書10万点の
在庫検索の他、古書店のジャンル検索が
できる。

《古書》

インターネット上の情報源
当センターのホームページ以外にもさまざまな書誌検索サイトがあります。
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『
西
暦
2
0
0
0
年
の
地
球

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
特
別
調
査
報
告
上
下
』

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
編
　
逸
見
謙
三
・
立
花
一
雄
監
訳

家
の
光
協
会
　
１
９
８
０
年

一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
）
年
に
発
表
さ
れ
た
い
わ

ゆ
る
「
カ
ー
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
」
の
翻
訳
で
す
。
人
口
・

資
源
・
食
糧
編
（
上
巻
）
と
環
境
編
（
下
巻
）
か
ら
成

っ
て
い
ま
す
。
米
国
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
求
め
に
応
じ

て
約
六
○
名
の
専
門
家
が
三
年
間
に
わ
た
り
行
っ
た
環

境
問
題
に
関
す
る
地
球
規
模
で
の
未
来
予
測
で
す
。
世

界
各
地
域
の
人
口
、
気
候
、
食
糧
、
資
源
デ
ー
タ
を
詳

細
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
分
析
に

よ
る
未
来
予
測
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
と
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
『
成
長
の
限
界
』（
一
九
七
二
）
が
有
名
で
す

が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
「
世
界
の
人
口
は
二
○
三
○

年
に
は
一
○
○
億
人
に
達
す
る
速
度
で
爆
発
し
続
け
、

そ
の
増
加
分
の
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
集
中
す
る
開
発
途

上
国
で
は
食
糧
生
産
が
停
滞
し
、
石
油
、
水
資
源
な
ど

の
枯
渇
と
と
も
に
、
熱
帯
の
森
林
の
四
○
パ
ー
セ
ン
ト

が
消
滅
す
る
」
と
厳
し
い
予
測
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
今
か
ら
二
十
年
前
の
予
測
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
こ

ろ
、
日
本
政
府
が
何
を
し
て
い
た
か
を
考
え
れ
ば
、
米

国
政
府
が
総
力
を
挙
げ
て
こ
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た

こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
広
い
視
野
で
遠

い
先
を
見
通
し
、
地
球
規
模
い
や
宇
宙
規
模
の
視
点
に

立
ち
、
足
も
と
の
一
滴
の
水
ま
で
を
考
え
る
―
そ
ん
な

姿
勢
が
日
本
の
政
府
に
も
私
た
ち
一
人
一
人
に
も
ほ
し

い
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
本
書
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

水を知るために大切なことは、「水とひとがつきあう現場」を

歩くこと。それを助けるのが文献です。手ぶらで現場に出ても思

うような収穫は見込めません。水を捉えるための目をつくるため

に、まず綿密な準備を行う。それがフィールドワーク成功の秘訣

です。「フィールドワークの達人」「すぐれた紀行家」と言われる

人達のほとんどが、希代の読書家でもあるという事実。書斎と現

場の往復が、「水と人がつきあう現場をえぐり取る目利き」とな

る近道なのです。

まずは現場でもその前に読む

富
山
和
子
の
出
発
点

原
典
を
読
み
　
現
場
を
歩
け

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
全
国
を
歩
き
、「
水
の
文
化
と
は
何
か
」
を
問
い
続
け
て
い
る

富
山
和
子
氏
（
評
論
家
・
立
正
大
学
教
授
・
日
本
福
祉
大
学
客
員
教
授
）
に
、

水
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
書
物
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』

土
木
学
会
編
　
岩
波
書
店
　
１
９
３
６
年

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
の
復

刻
版
が
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
序
文
に
は
「
土
木
事
業
は
國
家
の
興
隆

人
類
文
化
の
發
達
に
寄
輿
す
る
事
甚
だ
大
な
る
も
の
あ

り
。
…
王
朝
時
代
の
池
を
掘
り
堤
を
築
く
等
の
純
農
土

工
時
代
よ
り
逐
次
發
達
を
遂
げ
、
中
に
も
我
邦
獨
特
の

良
工
法
の
案
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
は
、

先
人
苦
心
経
営
の
賜
と
謂
ふ
べ
し
。
如
斯
き
史
実
は
今

に
し
て
之
を
集
録
す
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
散
逸
し
て
再

び
得
難
き
を
憂
ふ
る
な
り
。」
と
あ
り
、
全
国
各
地
の

具
体
的
な
史
実
が
学
会
の
総
力
を
も
っ
て
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
河
川
・
運
河
・
砂
防
編
、
開
墾
・
干
拓
・
埋

め
立
て
・
溜
池
・
灌
漑
（
か
ん
が
い
）
・
排
水
編
、
港

津
（
こ
う
つ
）
・
航
路
・
航
路
標
識
編
、
道
路
・
橋

梁
・
渡
場
・
関
所
編
、
都
市
造
営
編
、
城
塁
編
、
水
道

編
、
測
量
編
、
土
木
行
政
編
、
施
工
法
編
の
十
章
か
ら

成
る
、
時
代
別
、
地
域
別
の
内
容
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
こ
れ
を
、
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

読
み
終
わ
る
と
、
自
然
と
日
本
中
を
歩
き
、
訪
ね
て
み

た
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
水
の
文
化
史
』富

山
和
子
　
文
藝
春
秋
　
１
９
８
０
年

資
源
論
、
環
境
論
、
交
通
論
を
総
合
さ
せ
た
国
土
利

用
論
。
こ
の
よ
う
に
言
う
と
固
い
本
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

雑
誌
「
文
藝
春
秋
」
の
連
載
中
よ
り
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
も
の
で
す
。
歴
史
を
見
る
目
、
風
景
を
見
る
目
、

京
や
奈
良
の
文
化
の
感
じ
方
、
古
典
の
読
み
方
ま
で
変

わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
森
林
の
大
切
さ
に
光
を
当
て
、

木
曽
川
な
ど
の
四
つ
の
川
を
通
し
て
、
人
と
自
然
と
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
た
書
で
す
。
全
国
を
歩
き
、
現
場

を
見
聞
き
し
た
積
み
重
ね
を
も
と
に
、
そ
れ
ま
で
の
水

に
対
す
る
常
識
を
問
い
直
す
―
現
場
を
知
る
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『
大
縮
尺
図
で
見
る
平
野
』

籠
瀬
良
明
　
古
今
書
院
　
１
９
８
８
年

「
本
編
」
と
「
大
縮
尺
地
図
」
が
合
冊
さ
れ
た
も
の

で
す
。
地
図
を
読
み
、
現
場
を
歩
き
、
く
ら
し
の
姿
を

捉
え
る
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
お

り
、
地
理
学
の
研
究
者
が
、
小
さ
な
地
形
の
変
化
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
が
分
か
る
格
好
の
書
に
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
黒
部
川
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

第
一
章
で
は
、
一
千
分
の
一
と
い
う
大
縮
尺
に
よ
る
等

高
線
図
の
作
成
方
法
、
等
高
線
図
か
ら
引
き
出
せ
る
事

柄
、
黒
部
川
扇
状
地
の
開
拓
史
、
戦
後
の
土
地
整
備
事

業
や
稲
作
農
業
の
動
向
、
黒
部
川
扇
状
地
で
米
の
収
量

が
激
増
し
た
要
因
な
ど
、
現
場
を
歩
か
な
い
と
分
か
ら

な
い
き
わ
め
て
具
体
的
な
空
間
的
記
述
と
、
風
土
の
体

験
か
ら
導
か
れ
た
歴
史
的
な
記
述
が
立
体
的
に
組
み
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
を
読
ん
で
、
地
図
を
眺
め
、

日
本
各
地
の
姿
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地
図
を

片
手
に
現
場
を
歩
く
楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
本
で
す
。
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都
市
文
化
論
の
草
分
け
と
し
て
知
ら
れ
る
上
田
篤
氏

が
ま
と
め
た
、
都
市
に
お
け
る
水
路
空
間
の
復
活
を
テ

ー
マ
と
す
る
論
集
で
す
。
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
い

う
そ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
発
想

の
も
と
に
、
国
内
外
の
事
例
を
集
め
、
水
が
都
市
に
お

い
て
持
つ
価
値
や
意
味
を
詳
細
に
論
じ
て
い
ま
す
。

「
水
の
都
市
再
生
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
理
解
で
き

る
入
門
書
で
す
。

陣
内
秀
信
の
現
場

フ
ィ
ー
ル
ド

歴
史
に
学
び

現
代
を
考
え
る

水
の
視
点
か
ら
都
市
の
見
直
し
を
進
め
て

き
た
陣
内
秀
信
氏
（
法
政
大
学
教
授
）
に
、

「
水
の
都
市
」
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
基
本

書
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『江戸の川・
東京の川』
鈴木理生

日本放送出版協会
1978年

『中国の水郷都市』
蘇州と周辺の水の文化

陣内秀信（編）
鹿島出版会
1993年

『水縁空間』
渡部一二　郭中端　
堀込憲二

住まいの図書館出版局
1993年

『日本の水景』
篠原修
鹿島出版会
1997年

『水網都市』
リバーウォッチングのすすめ

上田篤　世界都市研究会（編）
学芸出版社
1987年

読む

江
戸
は
、
明
確
な
構
想
の
も
と
に
土
木
技
術
を
駆
使

し
て
造
ら
れ
た
水
の
都
だ
っ
た
。
江
戸
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
著
者
が
、
川
の
役
割
を
鍵
に
、
江
戸
か
ら
東

京
へ
の
都
市
成
長
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時

代
初
期
、
掘
割
り
を
め
ぐ
ら
し
、
計
画
的
に
水
の
都
市

を
造
り
上
げ
た
経
緯
や
、
都
市
空
間
に
お
け
る
河
岸
の

意
味
、
市
場
の
立
地
な
ど
、
水
の
都
市
･
江
戸
の
経
済

空
間
秩
序
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
研
究
の
基
本
書
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
、
日
本
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
開
発
が
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
参
照

さ
れ
る
の
は
欧
米
の
事
例
ば
か
り
。
都
市
に
は
固
有
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
に
は
ア
ジ
ア
固
有
の

水
の
都
市
像
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
思
い
を

出
発
点
に
取
り
組
ん
だ
の
が
本
調
査
研
究
で
す
。
中
国

江
南
地
方
に
は
、
か
つ
て
日
本
に
も
存
在
し
た
魅
力
的

な
水
の
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
が
媒
体
と
な
り
、
人
と
人
、
環
境
と
人
と
が
結
び

つ
け
ら
れ
た
空
間
―
こ
れ
が
「
水
縁
空
間
」
で
す
。
本

書
で
は
、
近
代
化
の
波
の
中
で
豊
か
な
水
縁
空
間
を
守

り
続
け
て
き
た
郡
上
八
幡
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
用

水
路
の
シ
ス
テ
ム
や
利
用
方
法
、
そ
の
役
割
な
ど
を
丹

念
に
調
べ
上
げ
、「
水
の
町
」
再
生
へ
の
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。
水
と
の
か
か
わ
り
を
基
軸
に
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
上
で
も
、
大
変
参
考
に
な
る
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
か
ら
全
国
を
歩
き
、
空
間
の
経
験
を
重
視

し
た
景
観
論
を
構
築
し
て
き
た
著
者
が
、
調
査
で
の
記

憶
や
体
験
を
た
ど
り
な
が
ら
、
各
地
の
水
景
を
美
し
い

写
真
と
文
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
三
四
郎
池
、
近
江

八
景
、
水
防
の
風
景
・
輪
中
な
ど
、
日
本
の
原
風
景
が

鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
水
辺
の
風
景
デ
ザ
イ

ン
に
臨
む
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈歴史地理〉 〈建築〉

〈建築〉 〈土木〉

〈建築〉

※
表
紙
北
斎
『
絵
本
隅
田
川
両
岸
一
覧
』
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
蔵
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『川蒸気通運丸物語』
明治・大正を生き抜いた

利根の快速船

山本鉱太郎
崙書房
1980年

『神田川』
よみがえれ東京の源流

東京新聞社会部（編）
東京新聞出版局
1994年

『東京の橋』
水辺の都市景観

伊東孝
鹿島出版会
1986年

『水の東京』
陣内秀信（編）
岩波書店
1993年

『荷風と東京』
川本三郎
都市出版
1996年

『運河 再興の計画』
房総・水の回廊構想

三浦裕二・高橋裕・伊澤岬
（編著）

彰国社
1996年

か
つ
て
は
重
要
と
さ
れ
て
い
た
、
内
陸
河
川
を
利
用

し
た
人
と
物
と
情
報
の
流
れ
。
日
本
で
は
、
近
代
化
の

過
程
で
、
こ
う
し
た
財
産
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
本
書
は
、
そ
の
反
省
か
ら
、
首
都
近
郊
に
あ

る
水
が
め
「
印
旗
沼
」
に
着
目
し
、
既
存
の
水
系
を
利

用
し
て
東
京
湾
と
太
平
洋
を
結
び
、
水
運
文
化
を
再
興

し
よ
う
と
す
る
雄
大
な
構
想
を
論
じ
た
も
の
で
す
。
特

に
海
外
の
河
川
舟
運
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
現
代
に
お
け
る
舟
運
復
活
運
動
の
良
質
な
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら
一
九
五
九
（
昭
和
三

四
）
年
ま
で
四
二
年
間
に
お
よ
ぶ
永
井
荷
風
の
日
記

『
断
腸
亭
日
乗
』。
そ
こ
に
は
、
荷
風
の
江
戸
東
京
空
間

が
細
や
か
に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
歩
き
の
達
人

と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、
こ
の
日
記
を
手
に
荷
風
の

都
市
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
き
、
東
京
の
水
の
ト
ポ
ス
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

ま
だ
都
市
に
水
が
生
き
て
い
た
戦
前
の
東
京
の
姿
を

写
真
で
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
隅
田
川
、
臨
海
部
、
都

心
・
下
町
、
新
下
町
、
山
の
手
・
西
郊
と
５
つ
の
地
域

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
辺
の
在
り
方
、
歴
史
的
変
遷

を
論
じ
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
つ
い
最
近
ま
で
、
祭
り
、

漁
業
、
水
上
交
通
な
ど
、
日
常
的
な
風
景
の
中
に
水
が

息
づ
い
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。「
水
の
東

京
」
復
権
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
一
冊
で
す
。

水
辺
の
風
景
を
彩
る
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
に
「
橋
」

が
あ
り
ま
す
。
本
書
は
、
橋
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

著
者
が
、
東
京
に
あ
る
橋
を
丹
念
に
調
査
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
橋
の
デ
ザ
イ
ン
、
様
式
が
あ
っ

た
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。
都
市
の
美
観
を
考
え
る
時
、

か
つ
て
橋
や
橋
の
周
辺
を
意
欲
的
に
設
計
し
て
い
た
感

覚
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

文
明
開
化
は
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
水
上
交
通
に
も
や

っ
て
き
ま
し
た
。
陸
蒸
気
な
ら
ぬ
川
蒸
気
が
明
治
十
年

に
登
場
し
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
関
東
一
円
で
築
か

れ
た
水
運
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継
承
し
、
明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
発
達
し
た
水
上
交
通
の
花
形
、「
蒸
気
船
通

運
丸
」
盛
衰
の
一
代
記
を
描
い
て
い
ま
す
。
日
本
橋
蠣

殻
町
を
午
後
六
時
に
出
航
す
る
と
、
隅
田
川
を
上
り
午

後
十
一
時
に
松
戸
に
到
着
す
る
と
い
っ
た
運
行
表
も
見

え
、
舟
運
見
直
し
の
気
運
が
高
ま
る
現
代
か
ら
読
む
と

い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
る
書
で
す
。

巨
大
都
市
東
京
の
排
水
路
と
化
し
た
神
田
川
を
都
民

の
手
に
取
り
戻
そ
う
と
、
東
京
新
聞
に
百
二
十
回
に
わ

た
り
連
載
さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
、
一
冊
ま
る
ご
と

神
田
川
の
本
で
す
。
神
田
川
の
歴
史
や
問
題
点
に
つ
い

て
、
流
域
の
市
民
や
専
門
家
、
行
政
区
の
首
長
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。

〈交通史〉 〈ジャーナリズム〉

〈土木〉〈建築〉

〈文学〉〈土木〉



文
献
収
集
―
―

そ
れ
は
体
験
の
積
み
重
ね

―
収
集
を
は
じ
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

私
が
水
資
源
開
発
公
団
に
入
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

水
俣
病
な
ど
の
公
害
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
頃
で

し
た
。
水
資
源
開
発
公
団
は
い
わ
ば
「
水
」
を
つ
く
り

出
す
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
河
川
の

汚
染
な
ど
「
水
」
に
関
係
す
る
汚
染
に
問
題
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に

「
水
問
題
研
究
会
」
と
い
う
勉
強
会
を
作
り
、「
水
」
に

関
係
す
る
資
料
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
日
々
出
版
さ
れ
る
膨
大
な
本
の
中
か
ら
、「
水
」
に
関
す

る
文
献
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
。

新
刊
図
書
に
つ
い
て
は
、
新
聞
の
図
書
案
内
や
出
版

社
か
ら
出
さ
れ
る
新
刊
図
書
案
内
、
さ
ら
に
専
門
誌
や

学
会
誌
な
ど
の
図
書
紹
介
、
国
会
図
書
館
か
ら
出
さ
れ

る
日
本
全
国
書
誌
を
、
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
水
や
河
川
に
関
す
る
本
が
あ
れ
ば
、
手
帳
に
メ
モ

を
取
っ
た
り
、
記
事
の
切
り
抜
き
を
貼
り
付
け
ま
す
。

古
書
に
つ
い
て
は
、
東
京
に
出
た
と
き
に
、
神
田
の
秦

川
堂
や
南
海
堂
、
慶
文
堂
、
明
倫
館
な
ど
の
古
本
屋
で

探
し
ま
す
。
本
郷
の
泰
雲
堂
に
も
、
水
関
係
の
古
書
が

お
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
全
国
の
地
域
研
究
団
体
が
集
ま
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参
加
し
て
、
情
報
交
換
す
る
こ
と
も
、

収
集
の
情
報
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
方
法
で
、

年
間
五
百
〜
六
百
冊
く
ら
い
は
集
め
ら
れ
ま
す
ね
。

地
方
の
出
版
物
は
、
全
国
の
図
書
館
や
郷
土
資
料
室
、

各
県
の
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
回
り
集
め
ま
す
。
地
方

の
本
は
、
や
は
り
現
地
に
行
か
な
い
と
み
つ
け
ら
れ
な

い
の
で
す
。

全
国
の
図
書
館
は
ほ
ぼ
回
り
ま
し
た
。
図
書
館
は
外

見
と
収
蔵
資
料
の
質
は
必
ず
し
も
関
係
が
な
い
。
立
派

な
図
書
館
の
割
り
に
は
本
が
少
な
か
っ
た
り
、
逆
に
本

当
に
ち
っ
ぽ
け
な
図
書
館
で
も
郷
土
の
資
料
が
充
実
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
滋
賀
県
立
図
書
館
、
徳

島
県
立
図
書
館
は
、
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。

―
文
献
収
集
も
ひ
と
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
文
献
の
収
集
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

体
験
の
積
み
重
ね
な
ん
で
す
ね
。
私
の
場
合
、
旅
が
好

き
な
の
で
、
全
国
を
巡
る
こ
と
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
旅
先
で
は
、
図
書
館
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や

湖
沼
に
も
足
を
運
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
や
は
り
、
そ

の
土
地
の
雰
囲
気
を
掴
ま
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が

自
分
の
資
産
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
見
知
ら
ぬ
旅

先
で
た
ま
た
ま
自
分
の
知
ら
な
い
本
に
出
会
っ
た
時
は
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
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集める

「水文献研究会」に聞く

水文献研究会主宰者の古賀邦雄氏。約30年にわた

り「水」にまつわる膨大な書物を集めてきた、水文

献収集家です。その数およそ１万冊。このデータは、

当センターのライブラリーにもご提供いただいてい

ます。

1996年には、その集大成として、『水・河川・湖

沼関係文献集－これから水と河川及び環境を学ぶ人

のために－』が刊行されました。古賀さんに「水文

献とのつきあい方」をうかがってみました。古賀邦雄氏。1967（昭和42）年水資源開発公団に入社。勤務のかた
わら30年間にわたり水文献を収集。現在、日本河川開発調査会 筑
後川水問題研究会に所属し、水に関わる啓蒙活動を行っている。



森
と
川
と
海
が

一
体
と
な
っ
た
発
想
を

『
水
・
河
川
・
湖
沼
関
係
文
献
集
―
こ
れ
か
ら
水
と

河
川
及
び
環
境
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
―
』
で
は
、
明
治

一
五
年
か
ら
平
成
六
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
国
内
書
籍

約
一
万
冊
の
書
名
、
著
編
者
名
な
ど
が
、
発
行
年
ご
と

に
、
三
五
項
目
か
ら
整
理
・
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
文
献
の
傾

向
、
つ
ま
り
水
・
河
川
・
環
境
に
対
す
る
社
会
的
な
関

心
の
動
向
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
水
の

世
相
史
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

―
文
献
集
を
ま
と
め
る
過
程
で
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
す
か
。

社
会
の
発
展
と
共
に
水
の
問
題
も
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
頃
に
は
、
環
境
に

つ
い
て
の
本
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し

ろ
、
農
業
用
水
や
水
力
発
電
な
ど
の
水
開
発
の
本
が
多

か
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
に
公
害
が
取
り
ざ

た
さ
れ
、
水
質
悪
化
が
問
題
に
な
っ
て
か
ら
は
、
環
境

や
生
態
、
親
水
な
ど
の
本
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
環
境
問
題
の
捉
え
方
も
、
当
初
は
、
例
え
ば
「
あ

る
地
域
の
公
害
を
考
え
る
」
と
い
っ
た
、
点
と
し
て
の

環
境
の
捉
え
方
が
さ
れ
て
い
た
。
で
も
、
昭
和
か
ら
平

成
に
入
る
と
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
た
線
・
系
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
球
規
模
で
環
境
が

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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古賀さんのデータベース「探書手帳」
新聞・雑誌の図書案内を貼ったり、街
で目にした書籍情報をメモしている。

『水・河川・湖沼関係文献集』
これから水と河川及び環境を

学ぶ人のために
古賀邦雄　1996年

―
こ
の
文
献
集
に
こ
め
ら
れ
た
思
い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

私
が
文
献
の
収
集
を
始
め
た
頃
に
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
く
ら
い
に
、
環
境
破
壊
は
深
刻
化
し
、
地
球
規
模

の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
に
つ
い
て
は
、
環
境
面

も
含
め
て
総
合
的
か
つ
学
際
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
身
近
な
水
と
の
接
点

で
あ
る
川
に
つ
い
て
、「
川
と
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と

い
う
普
遍
的
な
理
念
、
つ
ま
り
「
川
の
思
想
」
を
確
立

し
、
世
界
中
の
人
々
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
川
ば
か
り
で
は
な
く
、
水

は
循
環
し
て
い
く
も
の
で
す
か
ら
、「
森
の
思
想
」「
海

の
思
想
」
も
当
然
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
も
含
め

て
す
べ
て
の
生
物
に
対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と

い
う
考
え
方
で
す
。
ま
ず
は
、
森
と
川
と
海
が
一
体
で

あ
る
と
い
う
発
想
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
文

献
集
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め
の
一

助
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
過
去
の
書
籍
が
散
逸
し
な

い
こ
と
を
願
い
刊
行
し
た
も
の
で
す
。
過
去
は
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
文
献
が
残
る
こ
と
に
よ
り
研

究
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
水
や
河
川
に
興
味
の
あ
る
人

た
ち
の
勉
強
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
水
や
河
川
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
人
た
ち
の

入
門
と
な
る
よ
う
な
図
書
を
ご
紹
介
下
さ
い
。

『
川
が
つ
く
っ
た
川
、
人
が
つ
く
っ
た
川
　
大
熊
孝

ポ
プ
ラ
社
　
1
9
9
5
年
』
は
子
ど
も
向
け
の
本
で
す

が
、
川
の
捉
え
方
な
ど
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。『
河
相
論
　
安
藝
皎
一
　
岩
波
書
店
　
1
9

5
1
年
』
で
は
、
人
間
に
人
柄
が
あ
る
よ
う
に
、
川
に

も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い

て
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
水
と

文
化
の
か
か
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
、『
日
本
の
川
―
自

然
と
民
俗
　
建
設
省
・
北
海
道
開
発
庁
　
新
公
論
社

1
9
8
9
年
』、『
水
の
こ
と
わ
ざ
事
典
　
淵
眞
吉
　
水

資
源
協
会
　
1
9
9
4
年
』、『
事
典
・
日
本
人
と
水

日
本
「
水
」
の
会
　
新
人
物
往
来
社
　
1
9
9
4
年
』、

『
す
ぐ
に
役
立
つ
水
の
生
活
学
　
松
下
和
弘
　
け
や
き
出

版
　
1
9
9
2
年
』、『
水
の
伝
承
　
石
上
七
鞘
　
新
公

論
社
　
1
9
7
9
年
』
な
ど
が
取
り
か
か
り
や
す
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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整理・分類する

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
く
ら
し
を
と
り
ま
く
水
の
情
報
館
」

―
設
立
の
趣
旨
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
水
ま
わ
り
機
器
の

製
造
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
文
化
活
動
の
テ
ー

マ
と
し
て
考
え
た
分
野
も
、
や
は
り
関
係
の
深
い
建
築

と
水
で
し
た
。
そ
こ
で
、
建
築
で
は
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

間
』
を
設
け
、
水
の
分
野
で
当
館
を
開
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ア
ク
ア
は
、
関

連
業
界
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
の
お
客
様
に
も
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ど
な
た
に
と
っ
て
も
身
近
な
、
く
ら
し
の
中
の
水
と
い

う
観
点
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

水の専門図書館「ライブラリー・アクア」

「ライブラリー・アクア」は、水まわりの総合メーカ

ーで知られるTOTOが1987年に開設した、日本屈指の

「水」の専門図書館です。図書館の使い勝手を決める大き

な要素に、その館独自の分類体系があります。通常の図

書館では日本十進分類法が使われていますが、専門図書

館では独自の分類で書籍を整理し、それが情報センター

としての特色でもあります。ミツカン水の文化センター

にとっては先輩とも言える「ライブラリー・アクア」を

たずね“水専門図書館の顔づくり”についてお話をうか

がいました。マネージャーの遠藤信行氏

所
蔵
書
籍
数
は
約
一
万
一
千
冊
。
こ
の
内
、
国
会
図

書
館
に
も
な
い
も
の
が
約
四
千
冊
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
書
籍
は
、
日
本
十
進
分
類
法
で
は
分
類
し
き
れ

な
い
の
で
、
独
自
の
テ
ー
マ
で
分
類
し
て
い
ま
す
。
図

書
を
収
集
す
る
一
方
で
、
こ
の
分
類
の
作
成
も
進
め
た

わ
け
で
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
水
に
関
わ
る
書
籍
は
、

一
冊
の
中
で
も
各
章
ご
と
に
テ
ー
マ
が
ま
た
が
る
こ
と

も
多
く
、
分
類
を
作
る
こ
と
も
、
ま
た
分
類
に
合
わ
せ

て
整
理
す
る
こ
と
も
た
い
へ
ん
で
す
。
や
は
り
「
水
」

は
難
し
い
（
笑
）。

―
特
に
書
籍
数
が
多
い
テ
ー
マ
は
あ
り
ま
す
か
。

「
水
と
文
化
」
に
分
類
さ
れ
る
書
籍
が
一
番
多
く
、

全
体
の
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
三
つ
の
小

テ
ー
マ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
伝
承
や
信
仰
な

ど
、
水
に
関
す
る
心
の
文
化
。
第
二
は
、
ト
イ
レ
・
浴

室
・
台
所
な
ど
、
水
ま
わ
り
や
住
ま
い
の
モ
ノ
か
ら
み

た
物
の
文
化
。
そ
し
て
第
三
は
、
入
浴
・
料
理
な
ど
、

水
ま
わ
り
で
の
行
為
か
ら
み
た
行
動
の
文
化
で
す
。

そ
れ
と
、
館
内
で
は
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
に
、
水
が
使
わ
れ
る
空
間
・
場
所
と
し
て
、「
ト
イ

レ
」「
浴
室
・
洗
面
所
」「
台
所
」
に
分
け
た
配
置
も
し

て
い
ま
す
。
や
は
り
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
は
き
っ
て
も
き
れ
な

い
ト
イ
レ
に
関
す
る
書
籍
は
一
番
多
く
、
約
一
千
冊
に

も
上
り
ま
す
。

児
童
書
も
多
く
、
専
門
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
宿
題
で
来
館
さ
れ
る
親
子

連
れ
の
方
々
や
、
学
校
の
先
生
方
に
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
地
域
の
小
学
校
へ
の
貸
出
し
な
ど
に
つ
い

て
も
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ライブラリー・アクアで使用されている図書分類

・
　
・

・
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―
利
用
者
は
、
ど
の
よ
う
な
方
が
多
い
で
す
か
。

二
十
代
、
三
十
歳
代
の
若
い
方
が
多
い
で
す
ね
。
職

業
で
は
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
の
方
や
、
学
生
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
運
営
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
や
は
り
ト
イ
レ
な
ど
水
ま
わ
り
の
建
築
関
係
の

資
料
を
求
め
て
来
館
さ
れ
る
方
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

高
ま
る
「
環
境
」「
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
」
へ
の
関
心

―
「
水
」
に
対
す
る
関
心
の
う
つ
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
ら

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

夏
の
渇
水
時
に
は
、
節
水
の
工
夫
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
来
た
り
、
Ｏ
１
５
７
が
問
題
に
な
れ
ば
、
台
所

の
衛
生
面
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
た
り
と
、
そ

の
時
、
社
会
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
あ
わ
せ
て

関
心
も
高
ま
り
、
一
般
の
方
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
多
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が
、
全
般
的
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
新
刊

図
書
で
も
、
三
〜
四
年
く
ら
い
前
か
ら
、「
環
境
」
や

「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
に
関
す
る
も
の
が
増
え
て
い

ま
す
ね
。「
地
球
に
や
さ
し
い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
意
識

し
た
企
業
活
動
も
増
え
、
人
々
が
日
常
的
に
感
じ
る
領

域
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
健
康
的

な
水
が
出
て
く
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
今
の
時
代
は
違

い
ま
す
。
水
を
買
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
水

が
生
活
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
は
じ
め
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、「
自
分
た
ち
の
努
力
で

少
し
で
も
環
境
を
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
資
料
収
集
の
際
に
も
、

こ
う
し
た
社
会
的
な
関
心
の
動
き
は
意
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
で
す
ね
。

―
今
後
の
活
動
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

企
業
の
文
化
活
動
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
図
書
館
で

こうしたお問い合わせにできる限り
お答えできるように、日々奮闘する
スタッフの小川さん。

さ
ま
ざ
ま
な
お
問
い
合
わ
せ
の
中
に
は
、

思
い
も
よ
ら
な
い
質
問
も
あ
る
そ
う
で
す
。

・
和
式
便
器
が
は
じ
め
て
作
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
？

・
便
器
は
和
洋
ど
ち
ら
が
良
い
の
か
？

・
ト
イ
レ
の
擬
音
装
置
の
節
水
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
？

・
便
座
の
Ｏ
型
と
Ｕ
型
は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
か
？

・
水
を
使
っ
て
宝
石
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

・
氷
点
下
で
も
凍
ら
な
い
水
は
あ
る
の
か
？

す
か
ら
、
運
営
で
は
、
常
に
活
動
の
評
価
基
準
を
顧
客

満
足
に
据
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、「
い
か
に
一
般
の
方

に
満
足
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
か
」
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
水
」
と

い
う
同
じ
分
野
で
活
動
す
る
仲
間
同
士
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
協
力
し
、
お
も
し
ろ
い
活
動
展

開
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ア
ク
ア
」
利
用
案
内

開
館
時
間：

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

休
館
日：

日
曜
日
・
月
曜
日
・
祝
日

入
　
　
館：

無
料
・
館
内
閲
覧
の
み

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
有
り
（
有
料
）

所
在
地：

東
京
都
港
区
南
青
山
1
‐
24
‐
3

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
乃
木
坂
ビ
ル
５
Ｆ

〒
1
0
7
‐
0
0
6
2

1：

03
‐
3
4
9
7
‐
1
0
1
0

6：

03
‐
3
4
2
3
‐
4
0
8
5

交
　
　
通：

地
下
鉄
千
代
田
線
乃
木
坂
駅
下
車

３
番
出
口
徒
歩
１
分

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：

h
ttp
://w
w
w
.to
to
.co
.jp
/a
q
u
a
/

「
水
」
の
専
門
図
書
館
な
ら
で
は
の

こ
ん
な
お
問
い
合
わ
せ
も
?!



《図書館・資料室》

社団法人土木学会附属
土木図書館
土木専門図書館。所蔵書籍は、土木工学、
土木技術、土木史、土木写真など。
【所 在 地】〒160-0004 東京都新宿区四谷

１丁目無番地外濠公園内
103-3355-3596

【開館時間】9：30～17：00
【休 館 日】土曜日・日曜日・祭日・第２水曜日
【利用条件】資格土木関係者

料金 200円（非会員）
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交　　通】ＪＲ中央線「四ツ谷」駅より４分

住宅総合研究財団 図書室
住まいと都市の専門図書館。住まいと都
市の歴史・意匠・構造から住生活、住文
化まで蔵書約１万３千冊。
【所 在 地】〒156-0055 東京都世田谷区

船橋4-29-8 103-3484-5381
【利用時間】9：30～16：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日

創立記念日（11月６日）
【利用条件】資格大学生以上で「住まいと

都市」に携わる方／料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交　　通】小田急線「梅ヶ丘」駅北口よりバス

01千歳船橋行き「船橋中学校前」
下車1分、または小田急線「千歳船
橋」駅よりバス梅01・歳22「宝性
寺」下車1分

東京都立中央図書館
江戸・東京の郷土に関する資料を収集し
た「東京誌料」など、主に江戸時代から
明治 にかけての和漢書約25万冊が収めら
れた特別文庫室がある。
【所 在 地】〒106-8575 東京都港区南麻

布5-7-13 103-3442-8451
【開館時間】9：30～20：00（土曜・日曜・

祝日～17：00、月曜13：00～）
【休 館 日】第１木曜日・第３日曜日

月１回（不定期）
【利用条件】資格 16歳以上／料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交通】地下鉄日比谷線「広尾」駅より8分

日本河川開発調査会 資料室
主に河川に関する資料約３万冊。
【所 在 地】〒112-0014 東京都文京区関

口1-44-6ドミール青柳403
103-3268-8452

【利用時間】10：00～17：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日
【利用条件】資格特になし（会員優先）

料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス無
【交　　通】地下鉄有楽町線「江戸川橋」駅

より３分

日本水道協会 図書室
全国各地の水道史、水道に関する外国文
献、上・下水道工学など。
【所 在 地】〒102-0074 東京都千代田区

九段南4-8-9 日本水道会館5F
103-3264-2395

【利用時間】9：00～17：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日
【利用資格】資格特になし／料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交　　通】ＪＲ中央線「市ヶ谷」駅より３分

農文協図書館
農林水産関係専門図書館。農林漁業、食料、
環境（特に水）に関する図書約４万冊。
【所 在 地】〒177-0054 東京都練馬区立

野町15-45 103-3928-7440
【利用時間】10：00～17：00
【定 休 日】水曜日・日曜日・祭日
【利用条件】資格特になし／料金入館無

料・利用カード料初回100円
【サービス】貸出５冊1ヵ月・コピー可（有

料）レファレンス有
【交　　通】ＪＲ中央線「吉祥寺」駅北口より

西武バス「関町南２丁目」下車１分

民族学振興会 図書室
日本および全世界の民族学関連の図書約1
万5千冊、雑誌500タイトル。
【所 在 地】〒202-0012 東京都保谷市東町

3-1-17 10424-21-5003
【利用時間】10：00～16：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日
【利用条件】日本民族学会会員限定公開

レファレンスのみ一般も可
【交　　通】西武池袋線「保谷」駅より６分

滋賀県立図書館
水に関する資料の収集を網羅的に行って
いる。水資料コーナーが設けられており、
現 在、開架資料は約1万2千冊。
【所在地】〒520-2122 滋賀県大津市瀬田南

大萱1740-1 1077-548-9691
【開館時間】10：00～18：00

（土曜・日曜・祝日～17：00）
【休 館 日】月曜日・祝日の翌日・毎月末日
【利用条件】資格特になし／料金無料
【サービス】貸出10冊３週間（県内在住・

通勤・通学者のみ）・コピー可
（有料）・ レファレンス有

【交　　通】ＪＲ琵琶湖線「瀬田」駅より
帝産バス滋賀医大行き
「文化ゾーン」下車５分

《古書店》

慶文堂書店
歴史・民俗学・考古学関係の専門古書店。
地方史など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町1-1 103-3292-0281
【営業時間】9：30～18：30
【定 休 日】日曜日

【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・
都営三田線「神保町」駅より３分

秦川堂書店
歴史関係の古書が多い。東京の歴史、産
業史など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町2-3 岩波アネックス
２F 103-3264-2780

【営業時間】10：00～18：30
（祭日11：00～17：30）

【定 休 日】日曜日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・

都営三田線「神保町」駅より1分

泰雲堂
社会科学・人文科学の専門古書店。農業
水利、治水など。
【所 在 地】〒113-0033 東京都文京区本

郷6-17-8 103-3811-8940
【営業時間】9：30～18：30
【定 休 日】日曜日・祭日
【交　　通】地下鉄丸ノ内線「本郷三丁目」

より８分

南海堂書店
歴史と社会科学の専門古書店。部落史、
農村史など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町2-3 103-3261-3216
【営業時間】10：00～19：00
【定 休 日】日曜日・祭日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・

都営三田線「神保町」駅より2分

明倫館書店
理工学書全般を扱う大古書店。農林・建
築・土木など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町1-9 103-3294-0446
【営業時間】10：30～18：30

（祭日11：30～18：00）
【定 休 日】日曜日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・

都営三田線「神保町」駅より2分

《地方出版物専門書店》

書肆アクセス
地方・小出版流通センターの直営店。北
海道・東北・関東から沖縄まで、出版物
の発行地別に本棚が分類されている。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町1-15
103-3291-8474

【営業時間】10：00～18：30
（土曜11：00～）

【定 休 日】日曜日・祭日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・神保町駅より2分

※年末年始、不定期の休業、昼休み等について
は言及していません。問い合わせ電話番号にご
確認下さい。

13

調べてみる
「水とのつきあい方」を考えるのに役立つ図書館・博物館、資料室のご紹介です。
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《博物館》
水

東京都水の科学館
東京都江東区有明2-4-1
103-3528-2366

神戸市水の科学博物館
兵庫県神戸市兵庫区楠谷町37-1
1078-351-4488

水道

札幌市下水道科学館
北海道札幌市北区麻生町8
1011-717-0046

高崎市水道記念館
群馬県高崎市若田町309-2
0273-43-2904

前橋市水道資料館
群馬県前橋市敷島町216
10272-31-3095

東京都水道歴史館
東京都文京区本郷2-7-1
103-5802-9040

下水道科学館
愛知県名古屋市北区名城1-3-3
1052-911-2301

横浜水道記念館
神奈川県横浜市保土ヶ谷区川島町
522 1045-371-1621

広島市サービス公社水道
資料館
広島県広島市東区牛田新町1-8-1
1082-223-1950

海洋

函館市北洋資料館
北海道函館市五稜郭町37-8
10138-55-3455

留萌市海のふるさと館
北海道留萌市大町2-3-1
10164-43-6677

大洗海洋博物館
茨城県東茨城郡大洗町磯浜6890
1029-266-1444

名古屋海洋博物館
愛知県名古屋市港区港町1-9
1052-652-1111

海運資料館
新潟県佐渡郡小木町大字小木町
1941-1 10259-86-3191

海の博物館
三重県鳥羽市浦村町大吉1731-68
10599-32-6006

神戸海洋博物館
兵庫県神戸市中央区波止場町2-2
1078-391-6751

海とくらしの史料館
鳥取県境港市花町8-1
10859-44-2000

海の科学館
香川県仲多度郡琴平町953
10877-73-3748

高知県立足摺海洋館
高知県土佐清水市三崎今芝4032
108808-5-0635

国営沖縄記念公園海洋文化館
沖縄県国頭郡本部町字石川424
10980-48-2741

港湾

清水港湾博物館
（フェルケール博物館）
静岡県清水市港町2-8-11
10543-52-8060

横浜開港資料館
神奈川県横浜市中区日本大通3
1045-201-2100

河川

十勝川資料館
北海道中川郡池田町字大通南
101557-2-5713

さいたま川の博物館
埼玉県大里郡寄居町大字小園39
10485-81-7333

千葉県立大利根博物館
千葉県佐原市佐原ハ-4500
10478-56-0101

荒川知水資料館
東京都北区志茂5-41-1
103-3902-2271

信濃川大河津資料館
新潟県西蒲原郡分水町大字五千石
10256-97-2121

淀川資料館
大阪府枚方市新町2-2-13
10720-46-7131

中村市立四万十トンボ自然館
高知県中村市具同8055-5
10880-37-4111

湖

下諏訪町立諏訪湖博物館・
赤彦記念館
長野県諏訪郡下諏訪町西高木
10616-111 10266-27-1627

滋賀県立琵琶湖博物館
滋賀県草津市下物町1091
1077-568-4811

森林

洞爺湖森林博物館
北海道有珠郡壮瞥町字中島
10142-75-4400

青森市森林博物館
青森県青森市柳川2-4-37
10177-66-7800

こもれびの森・森林科学館
宮城県栗原郡花山村字草木沢角間
10-7 10228-56-2330

仁別森林博物館
秋田県秋田市仁別字務沢国有林
22林班　10188-27-2322

森の文化博物館
岐阜県揖斐郡春日村大字美束
1902-183 10585-58-3111

農林漁業

沼田町農業資料館
北海道雨竜郡沼田町南１条1-9-26
101643-5-2813

美幌博物館・美幌農業館
北海道網走郡美幌町字美禽253-4
101527-2-2160

古川市ササニシキ資料館
宮城県古川市駅前大通1-5-18
10229-23-2111

岩城町史料館
秋田県由利郡岩城町亀田亀田町字
田町41 10184-72-2048

山辺町農林漁業資料館
山形県東村山郡山辺町大字大蕨字
荒谷3197-19 10236-66-2022

東京農業大学農業資料室
東京都世田谷区桜丘1-1-1
103-5477-3695

愛知県農業総合試験場
農業民俗館
愛知県愛知郡長久手町大字岩作三
ヶ峯1-1 10561-62-0085

横浜市農村生活館
獅子ヶ谷横溝屋敷
神奈川県横浜市鶴見区獅子ヶ谷3-
10-2 1045-574-1987

香川用水記念公園・水の資料館
香川県三豊郡財田町財田中2355
10875-67-3760

宮崎大学農学部附属農業博物館
宮崎県宮崎市学園木花台西1-1
10985-58-2898

船

宮城県慶長使節船ミュージアム
宮城県石巻市渡波字大森30-2
10225-24-2210

戸田村立造船郷土資料博物館
静岡県田方郡戸田村戸田2710-1
10558-94-2384

加賀市北前船の里資料館
石川県加賀市橋立町イ乙1-1
107617-5-1250

むかし下津井回船問屋
岡山県倉敷市下津井1-7-23
1086-479-7890

歴史民俗

北海道立北方民族博物館
北海道網走市字潮見309-1
10152-45-3888

小川原湖民俗博物館
青森県三沢市三沢駅南古牧温泉渋
沢公園内　10176-51-1111

国立歴史民俗博物館
千葉県佐倉市城内町117
1043-486-0123

江戸東京博物館
東京都墨田区横網1-4-1
103-3626-9974

江東区深川江戸資料館
東京都江東区白河1-3-28
103-3630-8625

北方文化博物館
新潟県中蒲原郡横越町沢海6970
1025-385-2001

国立民族学博物館
大阪府吹田市千里万博公園10-1
106-6876-2151

加古川流域滝野歴史民俗資料館
兵庫県加東郡滝野町下滝野1369
10795-48-3422

福山市鞆の浦歴史民俗資料館
広島県福山市鞆町後地536-1
10849-82-1121

宮島町立宮島歴史民俗資料館
広島県佐伯郡宮島町57
10829-44-2019

川上村立阿武川歴史民俗資料館
山口県阿武郡川上村小市ヶ谷
2319 10838-54-2024

瀬戸内海歴史民俗資料館
香川県高松市亀水町1412-2
10878-81-4707

長崎県立対馬歴史民俗資料館
長崎県下県郡厳原町今屋敷668-1
109205-2-3687

（財）日本博物館協会発行『全国博
物館園職員録平成10年』より



15

富
山
和
子
「
水
の
文
化
」
と
は
何
か

第
２
回

『
日
本
の
浦
島中

国
の
浦
島
』

日
本
海
・
丹
後
半
島
、
浦
島
伝
説
を
訪
ね
て

「
京
の
文
化
は
日
本
海
文
化
で
あ
る
」
と
書
い
て

日
本
海
文
化
論
を
展
開
さ
せ
た
の
は
、
一
九
七
九

（
昭
和
五
十
四
）
年
、
雑
誌
『
文
藝
春
秋
』
に
「
水

の
文
化
史
」（
注
1
）
を
連
載
し
て
の
こ
と
で
し
た
。

当
時
、
世
の
常
識
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
そ
ん
な
理
論

を
打
ち
出
す
に
は
、
実
に
勇
気
が
要
り
ま
し
た
。
歴

史
家
の
友
人
に
恐
る
恐
る
相
談
し
た
が
、
せ
せ
ら
笑

わ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
け
れ
ど
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る

ほ
ど
に
私
の
確
信
は
強
ま
る
ば
か
り
で
し
た
。

以
来
、
私
の
日
本
海
側
に
対
す
る
思
い
に
は
、
特

別
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
発
見
し
、
一
人

で
驚
き
、
そ
し
て
勇
気
を
出
し
て
世
に
問
う
た
と
い

う
作
業
の
故
で
し
ょ
う
。

そ
れ
故
機
会
を
見
て
は
日
本
海
側
を
歩
き
、
自
己

の
理
論
を
検
証
し
た
い
と
つ
と
め
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
浦
嶋
神
社
（
注
2
）
に
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ

こ
で
こ
の
た
び
は
、
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
り

中
国
伝
承
文
学
の
権
威
、
君
島
久
子
さ
ん
に
ご
一
緒

し
て
い
た
だ
き
、改
め
て
丹
後
半
島
を
旅
し
な
が
ら
、

中
国
の
浦
島
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

中
国
の
浦
島
伝
説

富
山

君
島
さ
ん
、
も
う
十
年
以
上
前
に
な
り
ま
す

か
。『
日
本
再
発
見
　
水
の
旅
』（
注
3
）
の
出
版
記
念

に
「
水
を
聴
き
、
遊
ぶ
会
」
と
い
う
パ
ー
テ
イ
を
開

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水

会
館
で
。
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
や
水
の
関

係
者
が
二
百
数
十
人
い
ら
し
て
下
さ
っ
た
。
国
鉄
総

裁
を
さ
れ
た
高
木
文
雄
さ
ん
、
国
土
事
務
次
官
を
さ

れ
た
下
河
辺
淳
さ
ん
、
水
公
団
総
裁
を
さ
れ
た
山
本

三
郎
さ
ん
、
朝
日
新
聞
副
社
長
の
伊
藤
牧
夫
さ
ん
な

ど
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
友
人
た
ち
、
実
に
多
彩
な
お
顔

ぶ
れ
で
し
た
。

そ
の
会
で
、
坂
本
和
子
さ
ん
が
『
川
は
生
き
て
い

る
』
を
朗
読
し
て
下
さ
り
、
そ
し
て
君
島
さ
ん
た
ち

の
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
澤
丈
夫
さ

ん
（
群
馬
県
上
野
村
村
長
、
現
全
国
町
村
会
会
長
）

や
、
社
会
学
者
の
鶴
見
和
子
さ
ん
も
。
司
会
は
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
酒
井
広
さ
ん
で
し
た
。
お
礼

（1）
富
山
和
子
『
水
の
文
化
史
』

文
藝
春
秋
　
1
9
8
0
年

（2）
京
都
府
与
謝
郡
伊
根
町
に
位
置
し
、
浦

嶋
子
（
浦
嶋
太
郎
）
を
祭
神
と
し
て
い

る
。
創
祀
年
代
は
淳
和
天
皇
の
天
長
二

（
八
二
五
）
年
で
、
延
喜
式
神
名
帳
所

載
に
よ
る
と
「
宇
良
神
社
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
浦
嶋
子
口
伝
記
、
玉
手
箱

（
玉
櫛
笥
）
な
ど
多
数
の
宝
物
を
蔵
し

て
い
る
。
中
で
も
、
十
四
世
紀
前
半
の

作
と
言
わ
れ
る
「
浦
嶋
明
神
縁
起
」
は
、

浦
嶋
を
物
語
る
日
本
最
古
の
絵
巻
と
い

わ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。

（3）
富
山
和
子
『
日
本
再
発
見
　
水
の
旅
』

文
藝
春
秋
　
1
9
8
7
年

玉手箱（浦嶋神社蔵）
室町時代の作と伝えられる。



に
私
は
ダ
ン
ス
を
ご
披
露
し
て
、
ワ
ル
ツ
「
ム
ー
ン

リ
バ
ー
」
を
踊
っ
た
の
で
し
た
。
会
場
の
名
称
を
含

め
、「
水
」
ず
く
め
の
楽
し
い
会
で
し
た
が
、
そ
の

三
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
君
島
さ
ん
は
中
国
の
浦
島
太

郎
の
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
ね
。
あ
の
お
話
、
と

て
も
面
白
く
て
印
象
に
残
っ
て
い
て
、
い
つ
か
も
っ

と
詳
し
く
う
か
が
い
た
い
と
思
っ
て
ま
し
た
の
。

こ
の
企
画
を
思
い
つ
く
に
は
実
は
も
う
一
つ
、
理

由
が
あ
り
ま
し
た
。
十
数
年
前
、
こ
の
丹
後
地
方
を

歩
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
存
知
か
と
思
い
ま

す
が
私
、
日
本
海
文
化
論
を
世
に
出
し
た
言
い
出
し

っ
ぺ
で
す
、
中
央
レ
ベ
ル
で
は
。
勿
論
以
前
か
ら
日

本
海
側
で
は
、「
日
本
海
側
こ
そ
表
日
本
」
と
い
う

郷
土
史
家
た
ち
は
い
た
の
で
す
が
・
・
・
。

文
藝
春
秋
に
発
表
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の

常
識
と
逆
の
こ
と
を
言
う
の
で
す
か
ら
、
大
変
な
勇

気
が
い
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
『
水
の
文
化
史
』
に
つ
い
て
は
、「
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
の
は
水
の
関
係
者
で
あ
る
よ
り
も
歴

史
家
た
ち
だ
」
と
の
書
評
を
頂
い
た
ほ
ど
で
す
。
と

こ
ろ
が
こ
の
本
が
出
た
ら
、
今
度
は
堰
を
切
っ
た
よ

う
に
日
本
海
文
化
論
が
続
出
し
て
、み
ん
な
昔
か
ら
、

自
分
は
そ
う
言
っ
て
き
た
、
み
た
い
な
顔
を
し
て
、

わ
れ
も
わ
れ
も
と
出
て
く
る
。

と
も
か
く
、
あ
れ
を
書
く
と
き
に
は
勇
気
が
要
っ

た
。
で
も
、
米
の
輸
送
を
見
て
い
く
と
ど
う
し
て
も

そ
う
な
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
リ
マ
ン
海
流
と
い
う

海
流
が
あ
る
。
私
は
交
通
学
者
で
も
あ
る
の
で
、

『
水
の
文
化
史
』
は
、
水
の
交
通
に
光
を
当
て
た
作

品
で
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
と
が
き
に
書
い
た
よ
う
に
、
水
問
題
と
い
う
今

日
的
問
題
か
ら
と
、
交
通
と
い
う
、
や
は
り
文
明
の

基
盤
、
こ
の
二
つ
を
ふ
ま
え
る
と
歴
史
も
国
土
も
相

乗
的
に
よ
く
見
え
て
く
る
。
そ
こ
で
、
有
無
を
言
わ

さ
ぬ
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
て
、
私
の
理
論
を
説
い
て

い
っ
た
の
で
す
。

で
も
、
世
に
問
う
た
責
任
上
、
ま
だ
歩
い
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
を
歩
い
て
、
自
分
の
理
論

を
後
追
い
で
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い

が
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
ず
い
ぶ
ん
歩
き
ま
し
た
。
そ

し
て
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
丹
後
半
島
を
歩
い

た
の
で
す
。
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京
都
か
ら
由
良
川
を
く
だ
り
、
大
江
山
な
ど
訪
ね

た
の
ち
、
丹
後
半
島
を
歩
い
て
、
こ
こ
が
古
墳
地
帯

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
浦
島
伝
説
の
地
で
あ
る
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
も
私
の
予
想
通
り
対
岸
と
の
関
係
が

想
像
で
き
る
資
料
が
い
っ
ぱ
い
、忘
れ
ら
れ
な
い
で
す

し
、
宇
良
神
社（
浦
嶋
神
社
）で
重
文
の
絵
巻
物
も
見

せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
絵
巻
物
で
は
、
普
通
私
た

ち
が
聞
か
さ
れ
る
浦
島
物
語
（
注
4
）
と
は
少
し
話
が

違
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
対
談
で
、
ど
う
せ
浦
島
の
話
を

う
か
が
う
な
ら
、ご
一
緒
に
宇
良
神
社
に
お
参
り
し
、

絵
巻
物
も
見
て
、
そ
れ
か
ら
対
談
、
と
い
う
こ
と
な

ら
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
の
。

君
島

以
前
に
も
何
度
か
来
ま
し
た
が
浦
嶋
神
社
の

絵
巻
物
は
中
国
的
で
面
白
い
で
す
ね
。
全
体
の
雰
囲

気
が
中
国
的
で
、
完
全
に
神
仙
思
想
（
注
5
）
が
絵
に

な
っ
て
い
る
。
五
色
の
亀
と
か
が
描
か
れ
て
い
て
道

教
（
注
6
）
の
影
響
も
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
し
、
と
て

も
面
白
か
っ
た
。『
風
土
記
』（
注
7
）
の
世
界
に
よ
く

似
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

富
山

以
前
、
君
島
さ
ん
は
「
中
国
の
浦
島
は
日
本

と
ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と

思
う
の
で
す
が
、
ま
ず
は
そ
の
辺
り
か
ら
か
ら
お
話

い
た
だ
け
ま
す
か
。

君
島

両
方
あ
り
ま
す
。
日
本
の
浦
島
と
よ
く
似
て

い
る
方
は
、
洞
庭
湖
（
注
8
）
の
ほ
と
り
の
伝
承
な
の

で
す
が
、
あ
る
漁
夫
が
、
嵐
の
洞
庭
湖
で
水
に
落
ち

た
乙
女
を
助
け
る
の
で
す
。
す
る
と
、
乙
女
が
「
私

は
洞
庭
湖
の
竜
女
で
す
。
お
礼
に
竜
宮
城
へ
お
招
き

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
。
竜
女
と
い
う
の
は
乙
姫
様

で
す
よ
ね
。
そ
の
男
が
「
竜
宮
の
中
に
入
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言
う
と
、
竜
女
が
水
を
分
け

る
珠
「
分
水
珠
」
を
く
れ
る
の
で
す
。
後
日
、
彼
が

そ
の
珠
を
持
っ
て
湖
に
行
く
と
、
さ
っ
と
水
が
二
つ

に
分
か
れ
て
竜
宮
城
へ
着
き
ま
す
。
す
る
と
乙
姫
様

が
出
て
き
て
、
歓
待
さ
れ
、
結
婚
し
て
幸
せ
に
暮
ら

す
の
で
す
が
、
ふ
と
母
親
を
思
い
出
し
、
故
郷
に
帰

り
た
い
と
言
い
出
す
。
乙
姫
様
は
宝
の
手
箱
を
渡
し

て
「
私
に
会
い
た
く
な
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
こ
の
箱

に
向
か
っ
て
私
の
名
を
呼
び
な
さ
い
。
で
も
、
こ
の

手
箱
を
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
る
の

で
す
ね
。
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
み
る
と
、
村
の
様
子

も
す
っ
か
り
変
わ
り
、
村
人
た
ち
も
知
ら
な
い
顔
ば

か
り
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
竜
宮
で
の
一
日
は
、
人

間
界
の
十
年
に
あ
た
る
の
で
何
百
年
も
た
っ
て
い
た

わ
け
。
彼
は
動
転
し
て
、
竜
女
に
聞
こ
う
と
思
わ
ず

手
箱
を
開
け
て
し
ま
う
の
で
す
。
す
る
と
、
ひ
と
す

じ
の
白
い
煙
が
立
ち
上
り
、
若
い
漁
夫
は
、
白
髪
の

お
じ
い
さ
ん
に
変
わ
り
、
湖
の
ほ
と
り
に
ぱ
っ
た
り

倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
で
も
、
彼
は
死
後
も
目
を

閉
じ
る
こ
と
な
く
、
じ
っ
と
洞
庭
湖
を
見
つ
め
続
け

て
い
る
の
で
す
。
す
る
と
突
然
湖
の
水
が
満
ち
て
き

た
。
そ
れ
は
竜
女
が
悲
し
み
の
あ
ま
り
ほ
っ
と
長
い

た
め
息
を
つ
い
た
か
ら
な
の
で
す
。
そ
の
長
い
た
め

息
が
、洞
庭
湖
の
水
位
の
変
化
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
。

（
注
9
）
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（4）
浦
島
伝
説
を
記
す
最
古
の
文
献
は

『
日
本
書
記
』。
よ
り
詳
し
く
書
か
れ
て

い
る
の
は
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
で

あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
お
伽
草
子
の
一

冊
と
し
て
出
版
さ
れ
多
数
の
読
者
を
得

た
。
現
在
の
よ
う
に
全
国
的
に
広
ま
っ

た
の
は
、
巌
谷
小
波
が
『
日
本
昔
噺
』

（
明
治
二
十
九
年
）
で
子
供
向
け
読
み

物
に
改
め
、
明
治
四
十
三
年
以
降
、
国

定
国
語
教
材
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。

（5）
不
老
不
死
の
神
仙
と
な
り
、
永
遠
の

生
を
求
め
よ
う
と
い
う
中
国
の
思
想
。

そ
の
萌
芽
は
紀
元
前
三
世
紀
に
認
め
ら

れ
る
。
東
方
沿
海
地
方
の
方
士
達
が
広

く
説
き
「
東
海
中
に
神
仙
の
住
む
三
神

山
が
存
在
す
る
」
と
い
う
教
え
は
秦
の

始
皇
帝
や
漢
の
武
帝
に
も
受
け
継
が
れ

た
。
後
に
道
教
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い

く
。

（6）
道
と
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
永
遠

不
滅
の
生
命
を
獲
得
す
る
こ
と
を
理
想

と
す
る
中
国
の
土
着
的
宗
教
で
、
儒
教
、

仏
教
と
並
ぶ
中
国
の
三
大
宗
教
の
一

つ
。
中
国
古
来
の
巫
術
や
鬼
神
観
念
を

基
盤
に
、
儒
家
や
道
家
の
思
想
哲
学
、

仏
教
の
教
理
な
ど
を
複
合
的
に
取
り
入

れ
、
六
朝
末
か
ら
随
・
初
唐
期
に
ほ
ぼ

確
立
し
た
。
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
記

述
の
中
に
も
、
そ
の
影
響
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

（7）
奈
良
時
代
、
元
明
天
皇
の
時
代
に
諸
国

の
国
司
・
郡
司
を
総
動
員
し
て
作
成
さ

せ
た
郷
土
誌
。
現
存
す
る
の
は
常
陸
国
、

播
磨
国
、
出
雲
国
、
豊
後
国
、
肥
前
国

の
五
ヶ
国
の
み
。
散
逸
し
て
し
ま
っ
た

も
の
の
中
で
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
末
に

か
け
て
輩
出
し
た
古
典
注
釈
家
な
ど
の

著
書
に
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
残
っ
て

い
る
も
の
は
「
風
土
記
逸
文
」
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
浦
島
伝
説
も
こ
こ
か
ら
知

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

君島 久子氏
国立民族学博物館名誉教授

慶應義塾大学卒業。
東京都立大学大学院修了。
国立民族学博物館教授を経て、現在同館名
誉教授。北京中央民族大学名誉教授。中国、
東南アジア等で少数民族を始めとするアジ
ア諸民族の現地調査や民間伝承の採録に従
事。
主な著訳書に『概説中国の少数民族』（三省
堂）、『日本民間伝承の源流』（小学館）、『東
アジアの創世神話』（弘文堂）、『アジアの民
話』（講談社）他多数。『白い竜・黒い竜』
（岩波書店）で産経児童出版文化賞（1965
年）、『西遊記』（福音館書店）日本翻訳文化
賞（1975年）、『中国の神話』（筑摩書房）産
経児童出版文化賞（1983年）等受賞。民間
伝承の中国及び日中比較研究の分野におけ
る第一人者。



富
山

彼
女
は
ま
だ
竜
宮
に
い
る
わ
け
で
す
ね
。
だ

い
た
い
日
本
と
同
じ
で
す
ね
。

君
島

そ
う
で
す
ね
。古
代
中
国
の
文
明
と
い
う
と
、

以
前
か
ら
黄
河
文
明
が
代
表
的
な
も
の
で
し
た
が
、

今
は
長
江
文
明
が
考
古
遺
物
の
発
掘
、
発
見
な
ど
で

次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
長
江
文
明
ブ
ー
ム
か
な
。
そ
の
た
め
、
洞
庭
湖

や

陽
湖
な
ど
長
江
文
明
に
属
す
る
地
域
か
ら
の

日
本
へ
の
伝
播
の
問
題
も
、
ず
い
ぶ
ん
分
か
り
や
す

く
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

浦
島
の
話
も
洞
庭
湖
に
は
古
く
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
六
朝
時
代
の
『
拾
遺
記
』（
注
10
）
に
、
洞
庭
山

（
洞
庭
湖
の
中
に
あ
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
）
の

薬
草
を
取
り
に
い
っ
た
男
が
洞
窟
に
迷
い
込
み
、
し

ば
ら
く
行
く
と
別
天
地
が
開
け
、
楽
の
響
き
や
美
女

た
ち
の
歓
待
に
酔
い
し
れ
、
こ
の
世
の
も
の
と
も
思

わ
れ
ぬ
夢
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
お
く
っ
た
話
で
す
。

男
は
、
や
が
て
ふ
と
故
郷
が
恋
し
く
な
り
、
帰
郷
を

思
い
た
つ
。共
に
暮
ら
し
た
美
女
が
別
れ
を
惜
し
み
、

贈
り
物
を
く
れ
る
。
洞
窟
の
出
口
ま
で
お
く
ら
れ
、

故
郷
に
帰
っ
て
み
る
と
、
知
る
人
は
一
人
も
な
く
、

家
も
何
も
な
い
。
村
人
に
た
ず
ね
る
と
、
三
百
年
前

に
薬
草
を
取
り
に
行
っ
た
男
が
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
こ

な
い
と
い
う
。
男
は
行
方
不
明
と
な
る
。
ま
さ
に
山

の
浦
島
で
す
ね
。
洞
庭
湖
に
は
、
山
に
も
湖
に
も
こ

の
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

面
白
い
と
思
う
の
は
、
今
の
洞
庭
湖
の
お
話
も
、

竜
宮
の
一
日
が
現
世
の
十
年
と
い
う
よ
う
に
、
時
間

の
差
が
は
っ
き
り
あ
る
の
で
す
。
け
れ
ど
も
中
国
に

は
「
玉
手
箱
を
開
け
た
ら
お
じ
い
さ
ん
に
な
っ
た
」

と
い
う
話
よ
り
も
、「
も
ら
っ
た
宝
の
箱
か
ら
乙
姫

様
が
現
れ
て
、
ず
っ
と
現
世
で
幸
せ
に
…
…
」
と
い

う
民
話
の
方
が
多
い
で
す
ね
。

富
山

中
国
に
は
ほ
か
に
も
浦
島
伝
説
が
あ
る
の
で

す
か
。

君
島

い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ

の
竜
宮
へ
訪
問
す
る
話
を
、
最
後
に
異
常
な
時
間
の

差
異
に
よ
っ
て
破
滅
す
る
「
浦
島
型
」
と
「
現
世
型
」

（
注
11
）
と
に
分
け
た
の
で
す
が
、
中
国
で
は
乙
姫
を

連
れ
て
き
て
し
ま
う
現
世
型
が
結
構
多
い
の
で
す
。
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（8）
中
国
・
湖
南
省
北
部
に
あ
る
中
国
第
二

の
面
積
を
も
つ
淡
水
湖
。

（9）
君
島
久
子
「
洞
庭
湖
の
竜
女
説
話
」

『
大
陸
古
文
化
研
究
』
第
六
集１

９
７
２
年

（10）
秦
の
方
士
王
嘉
の
選
と
言
わ
れ
る
。
も

と
十
九
巻
二
百
二
十
編
あ
っ
た
が
散
逸

し
、
梁
の
蕭
綺
が
補
綴
し
て
十
巻
と
し

た
も
の
が
今
日
伝
わ
っ
て
い
る
。
九
巻

ま
で
は
晋
代
迄
の
遺
事
を
記
し
、
最
後

の
一
巻
で
崑
崙
山
、
九
仙
山
な
ど
の
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

（11）
君
島
久
子
『
日
本
民
間
伝
承
の
源
流
』

小
学
館
　
１
９
８
９
年

富山 和子氏
立正大学教授・日本福祉大学客員教授

群馬県に生まれる。
早稲田大学文学部卒業。
水、森林を初めとする環境問題の草分けで
あるが、一方、都市問題、交通問題の専門
家でもあり、初期の頃は交通評論家として
活躍した。著書『自動車よ驕るなかれ－日
本自動車文明批判－』（サイマル出版会、
1970）は自動車文明批判の日本の代表的著
作といわれる。1979年雑誌『文藝春秋』に
「水の文化史」を連載するに当たっては、交
通研究者、文明批評家としての視点が駆使
され、人と物資、物質の移動を歴史的にと
らえての国土利用論が展開された。著書
『水の文化史』（文藝春秋、1980年）は『日
本再発見　水の旅』（文藝春秋、1987年）
と共に、今日までロングセラーとなってい
る。また、児童書『道は生きている』（講談
社、1994年）は、交通を語る児童向けの基
本書として「国語」教科書にも掲載され、
中学高校入試にもしばしば出題されている。

浦嶋神絵巻



現
世
型
は
竜
宮
で
の
一
日
が
現
世
の
一
年
と
い
う
よ

う
に
、
竜
宮
と
の
時
間
の
差
が
少
な
く
、
三
日
間
竜

宮
で
過
ご
し
て
帰
っ
て
き
た
ら
「
三
年
間
も
ど
こ
に

行
っ
て
い
た
か
」
と
聞
か
れ
る
程
度
で
す
。
そ
し
て

い
い
女
房
を
も
ら
っ
て
幸
せ
に
な
る
。
時
間
の
異
常

な
経
過
が
な
け
れ
ば
、
完
全
に
現
世
型
で
す
ね
。
も

ら
っ
て
帰
っ
た
ら
宝
物
が
乙
姫
様
だ
っ
た
り
し
て
。

富
山

浦
島
伝
説
は
中
国
の
ど
の
地
域
に
多
い
の
で

す
か
。

君
島

長
江
か
ら
南
の
方
が
多
い
で
す
ね
。
竜
は
雨

を
司
る
も
の
で
す
か
ら
、
北
の
畑
作
地
帯
も
南
の
水
田

地
帯
も
干
ば
つ
が
怖
い
の
で
、
竜
神
に
雨
乞
い
は
し

ま
す
が
、特
に
稲
作
文
化
と
の
関
係
は
深
い
よ
う
で
す
。

富
山

長
江
と
聞
け
ば
、
や
は
り
稲
と
、
稲
の
伝
播

と
を
思
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
ね
。
最
近

で
は
稲
作
の
起
源
も
、
雲
南
の
奥
地
か
ら
ず
っ
と
下

流
に
下
り
て
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
最
古
の
稲
が
出
た

河
姆
渡
（
か
ぼ
と
）
遺
跡
（
注
12
）
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
浦
島
太
郎
と
い
う
と
普
通
私
た

ち
は
、
海
が
舞
台
で
、「
釣
り
に
出
た
が
な
か
な
か

魚
が
つ
れ
な
く
て
・
・
・
」
と
い
う
話
が
頭
に
あ
り

ま
す
か
ら
、
海
の
神
、
魚
の
神
様
か
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
、
こ
こ
丹
後
半
島
で
は
、
浦
島
伝
説
は
稲
作
の

神
様
の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

稲
の
伝
来
と
徐
福
伝
説

富
山

こ
こ
に
は
徐
福
伝
説
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私

が
な
ぜ
丹
後
半
島
に
心
を
寄
せ
て
き
た
か
と
い
い
ま

す
と
、
以
前
調
査
で
宇
良
神
社
や
丹
後
郷
土
資
料
館

に
う
か
が
っ
た
際
、
こ
こ
が
古
墳
地
帯
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
の
で
す
。
古
代
史
の
里
の
京
都
府
に
古
墳

が
五
千
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
実
に
三
千
五
百
が
丹
後

半
島
に
あ
る
。
そ
ん
な
古
代
史
の
メ
ッ
カ
で
、
し
か

も
中
国
や
朝
鮮
半
島
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
対
岸

の
満
州
、
朝
鮮
か
ら
は
リ
マ
ン
海
流
に
の
っ
て
、
ま

た
長
江
か
ら
は
対
馬
暖
流
に
の
っ
て
文
化
が
直
接
来

な
い
わ
け
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
徐
福
で
す
。

君
島

徐
福
伝
説
と
い
う
の
は
、
有
名
な
の
は
九
州

と
か
和
歌
山
と
い
っ
た
太
平
洋
側
で
す
よ
ね
。
と
こ

ろ
が
丹
後
へ
入
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。

富
山

徐
福
伝
説
に
つ
い
て
は
、
私
、『
日
本
の
米
』

に
少
し
書
き
ま
し
た
。
太
平
洋
側
に
も
日
本
海
側
に

も
あ
る
。
佐
賀
県
の
有
明
海
岸
や
紀
州
が
有
名
で
す

が
、
富
士
山
や
八
丈
島
、
秋
田
、
津
軽
ま
で
全
国
に

散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。
で
も
私
は
特
に
男
鹿
半
島
に

心
惹
か
れ
る
の
で
す
。

あ
そ
こ
に
は
「
な
ま
は
げ
の
里
」
が
あ
る
の
で
す
。

男
鹿
半
島
の
中
央
に
真
山
、
本
山
、
毛
無
山
と
い
う

三
つ
の
山
が
あ
る
。対
岸
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
、

本
山
頂
上
に
は
航
空
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
が
あ

る
。
そ
の
そ
ば
に
、
徐
福
の
塚
や
漢
の
武
帝
が
連
れ

て
き
た
と
い
う
五
匹
の
家
来
の
鬼
を
祀
っ
た
赤
神
神

社
も
あ
る
。
何
で
も
、
武
帝
は
家
来
に
連
れ
て
き
た

五
匹
の
鬼
に
、
一
年
に
一
日
だ
け
休
暇
を
与
え
る
。

す
る
と
五
匹
の
鬼
た
ち
は
、
里
へ
下
り
て
羽
を
伸
ば

す
。
そ
れ
が
な
ま
は
げ
だ
と
、
秋
田
で
は
言
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

確
か
に
、
本
山
の
頂
上
へ
行
っ
て
対
岸
を
臨
む
と

「
あ
あ
、
遠
い
国
ま
で
来
た
な
あ
」
と
、
故
国
を
思

う
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
日
本
海
を
航
海
し
て

陸
を
臨
む
と
、
本
山
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で

な
く
と
も
男
鹿
半
島
の
付
け
根
の
部
分
は
、
漂
着
の

メ
ッ
カ
で
す
。
日
本
海
と
朝
鮮
、
中
国
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
と
に
か
く
こ
こ
に
徐
福
伝
説
が
あ
る
。

徐
福
は
太
平
洋
側
が
有
名
で
す
が
、
日
本
中
に
あ

る
と
い
う
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
そ
こ
で
思
い
出

す
の
は
、
以
前
、
佐
賀
県
の
諸
富
町
へ
行
っ
た
ら
、

亡
く
な
っ
た
吉
末
豊
助
町
長
が
徐
福
に
つ
い
て
の
う

ん
ち
く
を
傾
け
な
さ
っ
た
後
、こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
大
陸
か
ら
、
五
穀
の
種
と
道
具
を
も
っ
て
大
勢
舟

で
や
っ
て
来
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
近
く
で
難
破
す

る
。
そ
う
す
れ
ば
散
り
散
り
に
な
っ
て
上
陸
す
る
か

ら
、
上
陸
地
点
は
あ
ち
こ
ち
に
な
る
」
と
。
な
る
ほ

ど
、
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
ど
こ
に
上
陸
し
て

も
不
思
議
は
な
い
。
い
い
説
明
だ
な
あ
と
感
心
し
ま

し
た
。
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（12）
中
国
浙
江
省
余
桃
県
河
姆
渡
村
で
見
つ

か
っ
た
新
石
器
時
代
早
期
（
七
千
年
〜

五
千
年
前
）
の
遺
跡
。
一
九
七
三
〜
七

九
年
に
か
け
て
二
度
の
調
査
が
行
わ

れ
、
六
千
点
を
超
え
る
遺
物
が
出
土
し

た
。
ア
ジ
ア
最
古
と
い
わ
れ
る
水
稲
遺

存
体
が
大
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。



浦
島
伝
説
だ
っ
て
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
わ
け
で
し
ょ

う
。
文
献
は
他
に
あ
り
ま
す
か
。

君
島

古
文
献
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
丹
後
の

『
風
土
記
』
と
『
日
本
書
紀
』、
あ
と
は
『
万
葉
集
』

ぐ
ら
い
で
す
ね
。
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
『
御
伽
草
子
』

（
注
14
）。
浦
島
伝
説
の
地
と
い
う
の
も
、
そ
う
多
く
は

な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
こ
の
丹
後
が
最
も
重
要
な
と

こ
ろ
で
す
。

富
山

海
流
に
の
れ
ば
、
太
平
洋
側
を
の
ぼ
る
ル
ー

ト
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
日
本
海
で
は
寒
流
の
リ
マ
ン

海
流
が
沿
海
州
を
下
っ
て
朝
鮮
半
島
の
東
側
に
ぶ
つ

か
り
、
ぐ
る
っ
と
ま
わ
っ
て
対
馬
暖
流
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
沿
岸
を
北
上
す
る
の
で
す
。（
注
15
）
で
す
か

ら
、何
が
来
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

『
日
本
の
米
』
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
徐
福
は
文
字

通
り
稲
を
日
本
に
も
っ
て
き
た
伝
説
で
、
中
国
で
は

実
在
の
人
物
と
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
伝
説

と
し
て
は
日
本
へ
来
て
建
国
の
主
と
な
っ
た
と
。
江

蘇
省
連
雲
港
市
徐
阜
村
に
遺
跡
も
発
見
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

君
島

古
文
献
に
、「
秦
の
始
皇
帝
の
命
令
で
徐
福

が
不
老
不
死
の
薬
を
探
し
て
東
海
の
蓬
莱
山
を
目
指

し
て
船
出
し
た
が
、
と
う
と
う
帰
ら
な
か
っ
た
」
と

だ
け
書
い
て
あ
り
、
あ
と
は
『
三
国
志
』
の
「
呉
志
」

に
徐
福
が
東
方
の
国
に
出
か
け
る
時
、
数
千
人
の
童

男
童
女
を
連
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
子
孫
が
数
万
人
に

増
え
、
会
稽
（
か
い
け
い
）
へ
貿
易
に
来
る
と
書
い

て
あ
る
。
文
献
と
し
て
は
こ
の
く
ら
い
で
す
ね
。
そ

れ
が
ど
こ
か
と
い
う
点
で
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
広
が

っ
て
ゆ
く
…
。

富
山

徐
福
伝
説
は
最
近
色
々
研
究
さ
れ
て
い
て
、

面
白
い
本
が
出
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
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（13）
富
山
和
子
『
日
本
の
米
』

中
公
新
書
　
1
9
9
3
年

（14）
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け

て
作
ら
れ
た
物
語
草
子
の
総
称
。

徐福が着岸したと言い伝えられる新井崎（にいざき）
（写真左、下）。岬の上には徐福を奉った新井崎神社
（写真上）が海を向いて建てられている。

徐福が来たか、その先輩格が来たか、それとももっと異なる集

団がやって来たのだろうか。

紀元前三世紀頃、秦の始皇帝の命により不老長寿の薬を求めて、

男女三千人を連れ、五穀の種と百工を伴ってやって来たという徐

福伝説。司馬遷の『史記』にも記され、中国では実在の人として、

江蘇省連雲港市徐阜村にその遺跡も発見され、「秦代に日本へ渡航

し、日本建国の祖となった」とも言い伝えられている徐福。徐福

伝説は、日本では佐賀県や紀州熊野をはじめとして、西は鹿児島

県、宮崎県から、東は男鹿半島や津軽小泊に至るまで、安芸厳島、

丹後半島、尾張熱田、三河小坂井、富士山、青ヶ島、八丈島など

全国各地に広がっている。
（『日本の米』（注13）より）

（15）



よ
、
稲
作
が
日
本
に
渡
っ
て
き
た
始
ま
り
を
考
え
ま

す
と
、
面
白
い
と
思
う
の
は
、
現
在
最
古
の
水
田
と

い
う
の
は
北
九
州
の
唐
津
、
菜
畑
遺
跡
と
福
岡
の
板

付
遺
跡
で
す
。
最
初
か
ら
谷
川
を
堰
き
止
め
て
水
路

を
築
い
て
、
こ
れ
は
大
変
な
土
木
事
業
で
す
。
要
す

る
に
川
を
作
っ
て
、
水
位
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し

な
が
ら
水
を
引
い
て
い
る
。
山
の
斜
面
を
平
ら
に
し

て
、
木
竹
や
石
を
除
き
、
畦
を
築
い
て
囲
み
、
水
田

を
作
る
。
水
田
に
は
水
の
出
口
、
入
り
口
を
作
り
、

昨
日
見
た
よ
う
な
棚
田
を
作
っ
て
順
々
に
水
を
送
っ

て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
大
土
木
工
事
で
、
た

い
へ
ん
高
度
な
水
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
水
田
作
り
が
ほ
と
ん
ど
時
を
移

さ
ず
全
国
に
広
が
る
。

と
す
れ
ば
、
人
と
稲
の
種
と
技
術
が
一
度
に
大
量

に
や
っ
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
徐
福
伝
説
に
心
引

か
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
仮
に
徐
福
で
な
く
て
も
、
誰

か
大
勢
一
時
に
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
誰

か
の
代
名
詞
が
徐
福
と
い
う
わ
け
で
す
。そ
れ
か
ら
、

お
そ
ら
く
ず
っ
と
後
か
ら
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
浦
島

伝
説
も
同
じ
よ
う
な
ル
ー
ト
で
や
っ
て
き
た
の
か

な
。
そ
う
い
う
歴
史
を
み
な
が
ら
こ
の
丹
後
半
島
を

歩
く
と
、な
ん
と
な
く
風
景
が
違
っ
て
見
え
て
く
る
。

私
は
『
日
本
再
発
見
、
水
の
旅
』
に
、「
隣
の
福
井

県
鳥
浜
貝
塚
で
縄
文
中
期
に
も
う
造
林
が
始
ま
っ
て

い
る
」
と
書
い
た
け
れ
ど
、
も
ち
ろ
ん
ヘ
チ
マ
と
か
、

雑
穀
の
栽
培
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
下
地
が

あ
る
と
こ
ろ
に
、
稲
作
が
あ
る
時
突
然
に
入
っ
て
き

た
と
思
う
の
で
す
。

時
を
超
え
変
容
す
る

浦
島
伝
説

富
山

そ
れ
に
し
て
も
、
昔
の
浦
島
と
現
代
版
浦
島

で
は
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

君
島

何
回
か
変
化
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、『
御
伽

草
子
』
が
一
応
大
き
な
変
化
で
し
ょ
う
ね
。
浦
島
太

郎
に
な
っ
た
り
、
竜
宮
が
出
て
き
た
り
、
乙
姫
様
が

出
て
き
た
り
。
そ
の
前
は
、
た
と
え
ば
『
風
土
記
』

だ
っ
た
ら
亀
姫
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、『
万
葉
集
』

だ
っ
た
ら
神
の
乙
女
。
そ
れ
は
ね
、
中
国
の
場
合
で

も
同
じ
こ
と
古
く
は
水
神
、
竜
神
、
河
伯
な
ど
で
、

竜
王
や
竜
宮
は
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
、
仏

教
が
入
っ
て
き
て
も
民
衆
ま
で
一
般
化
す
る
の
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
の
水
神

が
竜
王
に
な
り
、
住
ま
い
が
竜
宮
に
な
る
の
は
、
唐

の
時
代
あ
た
り
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
日
本
で
は
さ

ら
に
遅
れ
て
『
御
伽
草
子
』
で
竜
宮
が
出
て
く
る
ん

で
す
ね
。
で
す
か
ら
柳
田
国
男
さ
ん
が
ね
、「
日
本

の
竜
宮
に
は
竜
王
が
い
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

る
の
で
す
。竜
宮
が
あ
っ
た
ら
竜
王
が
い
る
は
ず
で
、

乙
姫
だ
け
だ
っ
た
ら
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。
し
か
も

乙
姫
っ
て
二
番
目
か
末
娘
な
の
に
、
乙
姫
ひ
と
り
し

か
い
な
い
（
笑
）。

富
山

で
も
今
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
要
す
る
に
乙

姫
様
と
の
ロ
マ
ン
ス
と
、
年
を
取
っ
て
し
ま
う
と
い

う
土
壇
場
の
ど
ん
で
ん
返
し
が
あ
れ
ば
い
い
ん
で
し

ょ
う
（
笑
）。
信
仰
と
は
関
係
あ
る
の
で
す
か
。

君
島

お
話
の
中
に
道
教
も
出
て
く
る
し
、
仏
教
が

浸
透
し
て
く
れ
ば
仏
教
も
関
係
あ
り
ま
す
よ
。で
は
、

竜
王
、
竜
女
よ
り
昔
の
話
を
し
ま
す
と
ね
。
あ
る
男

が
湖
の
ほ
と
り
を
ほ
ろ
酔
い
加
減
で
や
っ
て
く
る
と

あ
ま
り
暑
い
の
で
、
水
の
中
に
入
り
石
を
枕
に
眠
っ

て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
水
神
の
使
者
が
迎
え
に
来

て
、
立
派
な
宮
殿
に
伴
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。
水
神

が
現
れ
「
娘
の
婿
に
迎
え
る
」
と
い
わ
れ
、
美
し
い
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浦
嶋
子
伝
記
を
お
話
し
く
だ
さ
る
、
浦
嶋
神
社
宮
司
の
宮
嶋
淑
久
さ
ん
。

写
真
下
は
浦
嶋
神
社
本
殿
。



姫
と
婚
礼
の
式
を
挙
げ
る
。
三
日
間
滞
在
後
、
姫
か

ら
お
み
や
げ
を
い
ろ
い
ろ
も
ら
っ
て
帰
る
。
そ
れ
ら

は
現
世
で
役
立
つ
も
の
ば
か
り
。
だ
か
ら
水
神
の
世

界
と
時
間
の
差
は
な
い
。
た
だ
気
に
な
る
の
は
、
別

れ
際
に
水
神
の
娘
が
「
お
別
れ
は
つ
ら
い
が
、
十
年

た
っ
た
ら
迎
え
に
ゆ
き
ま
す
」
と
言
う
。
そ
の
後
は

何
も
書
い
て
な
い
け
ど
、た
ぶ
ん
彼
は
迎
え
が
き
て
、

水
中
の
世
界
へ
行
っ
て
し
ま
う
と
思
う
の
。

こ
の
話
は
、
水
神
の
世
界
が
水
中
に
あ
る
の
か
ど

う
か
描
写
が
曖
昧
だ
け
ど
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
話

も
あ
る
の
で
す
。『
捜
神
記
（
そ
う
じ
ん
き
）』（
注
16
）

に
、
湖
を
渡
っ
て
い
た
男
が
、
突
然
湖
の
中
に
広
い

道
が
で
き
て
、
水
神
か
ら
の
使
者
が
現
れ
宮
殿
に
導

か
れ
る
。
以
前
に
男
が
こ
の
湖
を
渡
る
と
き
、
も
の

を
投
げ
入
れ
、水
神
へ
の
贈
り
物
と
し
た
か
ら
な
の
。

男
は
歓
待
さ
れ
、「
お
礼
に
」
と
「
如
願
」
と
い
う

も
の
を
も
ら
っ
て
帰
る
。
こ
の
品
物
は
、
願
い
を
か

な
え
る
も
の
で
、
お
ま
け
に
、
美
し
い
女
が
出
て
き

て
妻
に
な
る
。
ま
さ
に
現
世
型
。
こ
の
頃
、
す
で
に

水
中
の
世
界
が
想
定
さ
れ
、
水
神
の
館
が
あ
り
、
美

し
い
娘
が
あ
り
、
美
し
い
娘
が
い
て
、
贈
り
物
を
く

れ
る
。
こ
こ
ま
で
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
も
う
、
水
神

が
竜
王
に
、
娘
が
竜
女
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
た
や
す
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
は
、
こ
の
辺
で
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
話
を
し
ま

し
ょ
う
か
。
あ
る
男
が
船
に
乗
っ
て
帰
る
途
中
、
美

し
い
娘
が
小
舟
を
漕
い
で
近
寄
っ
て
き
た
。
と
っ
ぷ

り
と
日
が
暮
れ
、
雨
も
降
り
だ
し
た
と
い
う
の
に
娘

は
傘
も
な
い
。男
は
娘
を
自
分
の
船
で
雨
宿
り
さ
せ
、

小
舟
を
船
に
つ
な
ぐ
と
、
娘
は
男
の
船
に
入
っ
て
仲

良
く
寝
た
。
や
が
て
雨
が
あ
が
り
、
月
明
か
り
で
ふ

と
見
る
と
、
大
き
な
亀
が
ひ
じ
枕
で
寝
て
い
た
と
い

う
ん
で
す
。

こ
の
話
を
学
生
の
頃
、
学
会
で
発
表
し
た
ら
、
後

で
男
の
先
生
た
ち
か
ら
、「
亀
が
い
っ
た
い
ど
う
い

う
格
好
で
寝
て
い
た
の
か
、
想
像
し
た
ら
お
か
し
か

っ
た
」
と
笑
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
美
女
は
不
覚
に
も

亀
の
正
体
が
ば
れ
て
し
ま
い
、
川
に
飛
び
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
が
、
つ
な
い
だ
小
舟
は
枯
れ
木
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
美
女
に
な
っ
て
男
を
誘
う
ス
ッ

ポ
ン
の
話
も
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
よ
。

富
山

亀
は
、
日
本
に
お
け
る
沼
と
か
川
の
竜
神
み

た
い
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
か
。

君
島

さ
あ
ど
う
か
し
ら
。
今
私
が
話
し
て
い
る
亀

が
美
女
に
変
身
し
て
男
を
誘
い
、
共
に
一
夜
を
過
ご

し
た
話
と
い
う
の
は
、
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
よ
。
六

朝
の
頃
の
伝
承
に
は
。
で
す
か
ら
亀
姫
が
、
こ
こ
の

浦
島
さ
ん
を
誘
っ
て
行
っ
た
と
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ

ん
昔
か
ら
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

富
山

亀
と
い
う
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
あ
り
が
た
い

存
在
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
か
？

君
島

か
な
り
古
い
で
す
ね
。
四
神
と
い
わ
れ
る
玄

武
、
朱
雀
、
青
竜
、
白
虎
の
う
ち
の
玄
武
。
あ
れ
は

亀
で
蛇
が
巻
き
付
い
て
い
る
形
を
し
て
い
る
。
霊
獣

の
一
種
で
す
。
ま
た
、
麟
、
鳳
、
亀
、
竜
の
四
霊
の

ひ
と
つ
に
も
入
っ
て
い
て
、
万
年
の
寿
命
を
持
つ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
亀
は
大
昔
、
殷
の
時
代
に
、
占

い
に
用
い
ら
れ
た
。
有
名
な
「
甲
骨
文
字
」
が
そ
れ

で
す
。
亀
の
甲
に
占
い
の
文
字
が
刻
み
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
最
も
古
い
中
国
の
文
字
で
す
。
な
に
し
ろ
紀

元
前
千
三
百
年
頃
の
こ
と
で
す
か
ら
。

富
山

日
本
の
、「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」
と
い

う
の
は
関
係
が
あ
り
ま
す
か
。

君
島

あ
り
ま
す
よ
。
そ
の
言
葉
は
中
国
製
で
す
か

ら
。「
亀
千
歳
」
と
い
う
の
が
『
史
記
』
の
亀
策
伝
に

あ
る
し
、「
亀
は
万
年
」
も
古
い
文
献
に
あ
る
「
亀

は
齢
万
歳
を
経
る
」
か
ら
き
て
い
ま
す
。
亀
も
鶴
も

長
生
き
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
人
の
長
命
で
あ
る

こ
と
を
「
亀
鶴
之
寿
」
な
ど
と
言
い
ま
す
も
の
ね
。

水
の
神
様
　
竜
神
伝
説

富
山

日
本
の
池
に
は
竜
の
伝
説
が
結
構
多
い
で
し
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（
16）
晋
の
時
代
（
四
世
紀
）
に
書
か
れ
た
、

不
思
議
な
説
話
を
収
め
た
小
説
集
。
神

仙
、
風
神
、
雨
神
、
水
神
、
吉
凶
、
妖

怪
な
ど
様
々
な
話
題
に
関
す
る
も
の
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

現代に伝わる“玉手箱”の中身



ょ
う
。日
本
の
池
は
み
ん
な
農
業
用
の
溜
池
だ
か
ら
。

君
島

大
陸
か
ら
見
た
ら
、
溜
池
に
竜
の
神
様
が
い

る
の
は
面
白
い
で
す
よ
。
で
も
中
国
の
溜
池
に
も
い

ま
す
よ
。
水
の
あ
る
世
界
な
ら
、
ど
こ
に
で
も
。

富
山

稲
作
で
す
か
ら
水
の
神
は
特
別
に
大
事
な
の

で
し
ょ
う
ね
。
洞
庭
湖
の
よ
う
な
大
き
い
湖
だ
け
で

な
く
、
結
構
小
さ
な
池
に
も
竜
神
が
い
る
わ
け
で
し

ょ
う
。

二
十
年
以
上
前
で
し
た
が
中
国
の
雲
南
省
、
長
江

流
域
に
一
ヶ
月
近
く
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
解

放
後
の
、
現
代
の
ダ
ム
ば
か
り
見
て
歩
き
ま
し
た
。

小
さ
な
ダ
ム
を
手
づ
く
り
で
作
っ
て
、
水
を
引
く
水

路
の
両
岸
の
手
す
り
に
、
竜
の
絵
、
と
か
、
じ
ゃ
が

い
も
、
う
さ
ぎ
、
ぶ
た
、
な
ど
を
象
っ
て
飾
っ
て
あ

る
の
を
見
ま
し
た
。

君
島

つ
ま
り
中
国
で
は
古
く
か
ら
竜
神
は
い
る
ん

で
す
よ
。
そ
れ
は
雨
乞
い
の
対
象
に
な
る
わ
け
で
す

ね
。
ど
う
し
て
も
雨
が
降
ら
な
い
と
漢
代
な
ど
で
は

竜
の
形
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
踊
ら
せ
て
雨
乞
い
を
し

た
の
で
す
。
そ
れ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

富
山

そ
れ
は
日
本
も
同
じ
で
す
よ
ね
。

君
島

そ
う
そ
う
。
雨
乞
い
は
実
に
多
い
。
干
ば
つ

が
恐
い
か
ら
。
で
も
、
も
し
嵐
で
、
こ
う
い
う
海
浜

地
帯
で
あ
っ
た
ら
、
海
が
あ
ば
れ
る
の
も
恐
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
時
に
、
抑
え
る
神
様
が
、
竜

神
だ
と
思
う
の
だ
け
ど
。
つ
ま
り
竜
神
に
は
二
面
性

（
注
17
）
が
あ
っ
て
、
一
方
で
は
慈
雨
を
も
た
ら
し
、

日
照
り
に
あ
え
ぐ
人
々
を
救
い
、
反
面
、
荒
ぶ
る
神

と
な
っ
て
、
大
洪
水
も
引
き
起
こ
す
。
人
身
御
供
を

要
求
し
た
り
す
る
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
土
地
の
竜
神
様

に
も
祈
り
が
あ
る
か
ど
う
か
を
聞
き
た
か
っ
た
の
。

富
山

雨
は
恵
み
で
も
あ
る
が
凶
器
で
も
あ
る
、
と

い
う
の
が
私
の
何
百
回
も
言
っ
て
き
た
講
演
で
の
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
。
今
度
出
し
た
『
水
と
緑
の
国

日
本
』
で
、
つ
い
に
活
字
に
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
祈
り
に
つ
い
て
で
す
が
、
水
神
様
な
ら

全
国
至
る
所
に
あ
り
ま
す
。
日
常
茶
飯
の
神
様
だ
っ

た
し
、
水
の
足
り
な
い
所
に
も
、
水
の
豊
か
な
湧
き

水
地
帯
に
も
、
水
の
危
険
な
と
こ
ろ
に
も
祀
ら
れ
て

い
る
。
水
除
け
の
神
様
で
は
水
天
宮
と
か
、
堤
防
が

破
ら
れ
そ
う
な
所
に
伊
勢
社
が
あ
っ
た
り
。

し
か
し
、
人
身
御
供
の
話
に
な
る
と
、
考
え
て
み

る
と
水
そ
の
も
の
に
対
し
鎮
ま
れ
、
と
祈
る
の
で
は

な
く
、
ど
う
も
土
木
工
事
が
絡
み
ま
す
ね
え
。
水
の

工
事
の
際
、
工
事
が
成
功
す
る
た
め
の
人
柱
で
す
。

例
え
ば
溜
池
建
設
の
た
め
の
人
柱
伝
説
。『
日
本

の
米
』
に
も
、
秩
父
の
例
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
洪
水
対
象
で
は
堤
防
工
事
の
人
柱
、
砂
防
工
事

の
際
の
人
柱
、
こ
れ
も
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。

橋
の
建
設
に
も
あ
る
。
た
だ
流
れ
が
鎮
ま
れ
と
い
う

の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
抵
は
土
木
工
事
が

成
功
す
る
た
め
で
す
ね
え
。

き
っ
と
日
本
で
は
、
一
切
の
土
地
利
用
が
水
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
初
め
て
成
り
立
っ
た
。「
水
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
社
会
」
と
私
は
『
日
本
の
米
』
で

性
格
付
け
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
土
木
工
事
な
し
で

水
と
つ
き
あ
う
土
地
な
ど
な
か
っ
た
。
た
だ
天
に

「
波
静
か
に
」
と
頼
ん
で
暮
ら
す
よ
う
な
生
活
な
ど

は
な
か
っ
た
。
こ
と
土
地
に
関
し
て
は
。
だ
か
ら
こ

そ
源
実
朝
の
、「
八
大
竜
王
海
鎮
め
た
ま
え
・
・
・
」

（
注
18
）
は
新
鮮
で
強
烈
な
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
水

上
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
船
の
上
、
こ
と
に
海
に

関
し
て
は
。
で
す
か
ら
海
が
相
手
な
ら
、
相
模
湾
を

渡
る
と
き
の
日
本
武
尊（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）

と
弟
橘
媛
命
（
お
と
た
ち
ば
な
ひ
め
）
が
い
る
。
そ

し
て
帰
り
に
碓
氷
峠
で
「
吾
妻
は
や
」
と
の
た
ま
う
。

君
島

き
の
う
お
話
を
う
か
が
っ
た
方
が
、「
八
大

竜
王
の
神
様
が
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

お
そ
ら
く
仏
教
以
前
か
ら
、
こ
の
辺
り
に
は
人
々
に

信
仰
さ
れ
て
い
る
水
神
が
お
ら
れ
て
、
そ
こ
に
仏
教

の
竜
王
が
入
り
、合
体
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

嵐
を
お
さ
め
る
こ
と
は
、
人
の
生
活
に
と
っ
て
、
す

ご
く
大
事
な
こ
と
で
す
も
の
ね
。
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（17）
君
島
久
子
「
竜
神
説
話
の
二
面
性
」

『
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
歴
史
と
文
化
』

六
興
出
版
　
１
９
９
０
年

（18）
源
実
朝
の
詠
ん
だ
和
歌
。「
時
に
よ
り
過

ぐ
れ
ば
民
の
嘆
き
な
り
　
八
大
竜
王
雨

や
め
た
ま
へ
」

『
金
槐
和
歌
集
』
所
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富
山

海
の
場
合
は
、船
が
沈
む
の
が
問
題
で
す
ね
。

日
本
武
尊
が
、
海
を
渡
る
た
め
に
妻
の
弟
橘
媛
命
が

沈
む
。
そ
れ
で
関
東
に
上
陸
し
て
「
あ
づ
ま
は
や
…
」

と
の
た
ま
う
。
奥
さ
ん
を
沈
め
ち
ゃ
っ
て
。
海
を
鎮

め
る
の
は
船
の
問
題
で
し
ょ
う
。
陸
で
困
る
の
は
田

ん
ぼ
が
流
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ど
ち
ら
に
せ
よ
、

水
が
治
ま
っ
て
ほ
し
い
。

君
島

で
す
か
ら
、
雨
乞
い
だ
け
で
な
く
、
鎮
め
る

こ
と
も
大
事
で
す
ね
。
弟
橘
媛
命
で
思
い
出
し
た
の

だ
け
ど
、
中
国
に
も
同
じ
よ
う
な
話
が
『
捜
神
記
』

に
あ
る
の
で
す
。
で
も
こ
ち
ら
の
方
は
終
わ
り
方
が

違
い
ま
す
。
家
族
と
船
旅
を
し
て
い
た
男
が
、
河
が

荒
れ
出
し
船
が
危
な
く
な
っ
た
の
で
、
前
に
河
の
神

に
娘
を
や
る
と
約
束
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
妻
に

娘
を
河
に
沈
め
る
よ
う
に
言
う
。
自
分
は
と
て
も
見

る
に
し
の
び
ず
、後
ろ
を
向
き
目
を
つ
む
っ
て
い
る
。

妻
は
一
緒
に
連
れ
て
き
た
親
戚
の
娘
を
河
に
沈
め
て

し
ま
う
。
男
が
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
自
分
の
娘
が

い
る
。
そ
れ
を
見
て
男
は
や
に
わ
に
娘
を
川
の
中
に

投
げ
込
ん
で
し
ま
う
。
嵐
は
お
さ
ま
り
、
波
も
鎮
ま

り
、
船
は
無
事
に
目
的
地
に
着
く
。
そ
こ
に
は
、
な

ん
と
二
人
の
娘
が
に
こ
に
こ
し
て
出
迎
え
て
い
た
と

い
う
ん
で
す
。
面
白
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ね
、
河

水
の
神
が
、
男
の
義
侠
心
に
感
じ
て
、
二
人
と
も
返

し
て
く
れ
た
と
い
う
わ
け
な
の
で
す
。

水
と
の
つ
き
あ
い
方
が

異
な
る
と
伝
説
も
異
な
る

君
島

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
の
言
わ
れ
た
「
奥
さ
ん

を
海
に
沈
め
ち
ゃ
っ
て
」
と
い
う
言
葉
、
は
っ
と
し

ま
し
た
ね
。
あ
の
海
の
神
は
、
人
妻
で
も
い
い
の
か

し
ら
。
人
身
御
供
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
一

番
多
い
の
は
、
水
神
の
場
合
、
未
婚
の
乙
女
か
、
子

ど
も
で
す
よ
ね
。
子
ど
も
な
ら
童
男
童
女
ど
ち
ら
で

も
よ
い
っ
て
い
う
の
が
普
通
で
し
ょ
う
。

富
山

そ
う
そ
う
、
八
岐
の
大
蛇
（
や
ま
た
の
お
ろ

ち
）
だ
っ
て
さ
ら
っ
て
い
く
の
は
娘
で
す
よ
ね
。

君
島

『
西
遊
記
』
に
も
通
天
河
に
怪
物
が
い
て
、

毎
年
女
の
子
と
男
の
子
を
供
犠
に
要
求
す
る
。
差
し

出
さ
な
い
と
大
洪
水
、
田
畑
を
流
さ
れ
る
と
い
う
の

で
、
悟
空
と
八
戒
が
子
ど
も
に
化
け
て
怪
物
と
闘
う

場
面
が
あ
り
ま
す
よ
。
ま
た
穀
倉
地
帯
と
し
て
中
国

で
も
有
名
な
四
川
盆
地
。
と
こ
ろ
が
大
昔
は
そ
う
じ

ゃ
な
か
っ
た
。
山
々
が
高
く
川
が
急
流
で
、
一
挙
に

流
れ
込
ん
で
い
て
、
洪
水
ば
か
り
起
こ
し
て
い
た
ん

で
す
。
巨
大
な
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や

っ
と
そ
の
災
害
を
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で

す
。あ
な
た
も
き
っ
と
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
う
け
ど
、

成
都
か
ら
西
北
へ
向
か
う
途
中
に
都
江
堰
と
い
う
ダ

ム
が
あ
る
。
あ
れ
で
す
よ
。
蜀
主
と
し
て
着
任
し
た

李
氷
が
こ
の
事
業
を
成
し
遂
げ
た
、
こ
れ
は
史
実
で

す
。
二
千
年
以
上
前
の
話
で
す
。
そ
の
伝
承
が
ま
た

面
白
い
ん
で
す
よ
。

こ
の
あ
ば
れ
川
の
水
神
が
毎
年
人
身
御
供
を
要
求

す
る
、
水
神
は
嫁
に
娘
を
二
人
づ
つ
出
せ
と
い
う
わ

け
。
出
さ
な
い
と
暴
れ
る
と
い
う
の
で
、
村
人
た
ち

は
交
替
で
自
分
の
娘
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
毎
年
泣

か
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
へ
着
任
し
た
李
氷
と
い
う
長

官
が
、「
わ
か
っ
た
。
今
度
は
私
の
娘
を
や
る
」
と

言
う
ん
で
す
。
自
分
に
任
せ
て
く
れ
と
彼
は
言
い
、

川
面
に
立
ち
、
盃
を
あ
げ
、
水
神
に
対
し
て
、
娘
を

嫁
に
や
る
儀
式
を
行
う
か
ら
出
て
こ
い
と
言
う
。
だ

が
水
神
は
出
て
こ
な
い
。
失
礼
で
は
な
い
か
と
、
李

氷
は
水
神
に
向
か
っ
て
戦
い
を
挑
む
。
す
る
と
水
神

が
、
な
ん
と
巨
大
な
牛
に
な
っ
て
現
れ
る
。
李
氷
も

ま
た
牛
に
な
っ
て
闘
う
。
そ
の
と
き
彼
は
沿
岸
で
見

守
っ
て
い
る
人
々
と
家
来
た
ち
に
向
か
っ
て
、「
た

す
き
を
か
け
て
い
る
方
の
牛
が
自
分
だ
。
負
け

そ
う
に
な
っ
た
ら
、
た
す
き
の
な
い
方
の
牛
に

矢
を
射
っ
て
く
れ
」
と
叫
ぶ
。
猛
烈

な
二
頭
の
闘
い
。
危
な
く
な
っ
て

く
る
と
、
家
来
た
ち
が
た
す
き

の
な
い
牛
に
向
か
っ
て
矢
を

射
る
。
そ
の
う
ち
二
人
の
娘
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も
か
け
つ
け
刀
を
ぬ
い
て
父
親
に
加
勢
し
、
と
う
と

う
巨
大
な
牛
を
倒
す
。
実
は
こ
の
娘
た
ち
、
女
装
し

た
二
人
の
息
子
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
巨
大
な
牛
、
つ
ま
り
水
神
を
倒
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
も
う
人
身
御
供
も
取
ら
れ
な
い
し
、

川
も
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
伝
説
な
ん
で
す
ね
。
現
実

に
は
都
江
堰
（
と
こ
う
え
ん
）
と
い
う
水
利
施
設
を

つ
く
っ
て
洪
水
の
害
を
な
く
し
、
や
が
て
潅
漑
に
も

利
用
し
て
、
穀
倉
地
帯
に
し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
李
氷
は
神
様
に
祀
れ
て
い
る
の
で
す
。
秦
の
昭

王
の
頃
で
す
か
ら
、
も
う
紀
元
前
の
話
、
今
か
ら
二

千
二
百
年
以
上
前
の
話
で
す
ね
。

富
山

今
の
話
を
聞
い
て
ね
、
当
た
っ
て
い
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
日
本
で
、
大
暴
れ
を
す

る
水
害
は
何
か
と
い
う
と
、八
岐
大
蛇
な
ん
で
す
ね
。

八
つ
の
尾
と
八
つ
の
頭
を
持
っ
て
背
は
苔
む
し
て
木

が
生
え
て
。
毎
年
娘
を
さ
ら
っ
て
行
く
。
素
戔
嗚
尊

（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
が
退
治
す
る
の
で
す
け
れ

ど
、
あ
る
意
味
で
は
似
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
ち
ら

は
牛
に
な
る
の
だ
け
れ
ど
、
こ
ち
ら
は
お
酒
を
飲
ま

せ
て
殺
し
て
し
ま
う
。
八
岐
大
蛇
は
出
雲
で
は
斐
伊

川
の
洪
水
の
こ
と
だ
と
親
子
代
々
教
え
ら
れ
て
き
た

の
。
そ
れ
で
、
斐
伊
川
が
ど
ん
な
川
か
と
い
う
と
、

た
い
へ
ん
な
あ
ば
れ
川
。
あ
ば
れ
川
に
な
っ
た
原
因

は
、
出
雲
は
日
本
の
代
表
的
な
砂
鉄
の
山
な
の
ね
。

切
り
崩
す
の
で
雨
の
た
び
に
洪
水
に
な
る
。
そ
の
土

砂
が
下
へ
流
れ
て
出
雲
平
野
が
出
来
る
わ
け
。で
も
、

中
国
が
牛
っ
て
い
う
の
は
面
白
い
で
す
ね
。

君
島

私
も
な
ぜ
水
神
が
牛
か
っ
て
思
い
ま
し
た

よ
。
や
は
り
竜
の
方
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。
と
こ
ろ

が
調
べ
て
み
た
ら
意
外
に
多
い
の
で
す
。
こ
の
二
頭

の
牛
が
水
中
で
闘
う
伝
承
が
。
水
中
に
入
っ
て
い
く

霊
牛
や
、水
中
か
ら
現
れ
る
牛
の
話
ま
で
含
め
る
と
、

広
い
地
域
に
渡
っ
て
い
る
の
で
す
。「
あ
あ
、
わ
か

っ
た
」
と
思
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
自
然
の
生
活
の
中

に
と
け
こ
ん
で
い
る
の
を
見
た
時
で
し
た
。
貴
州
省

の
苗
族
（
ミ
ャ
オ
ゾ
ク
）
を
調
査
し
た
と
き
、
清
水

江
で
水
牛
が
の
ど
か
に
遊
ん
で
い
る
の
で
す
。
舟
で

そ
ば
を
通
る
と
、
チ
ラ
ッ
と
や
さ
し
い
流
し
目
を
す

る
だ
け
。
南
の
中
国
の
人
た
ち
に
と
っ
て
水
牛
が
水

の
中
で
泳
い
だ
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
の
は
、
日
常

の
風
景
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
水
神
で
あ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
の
で
す
。

富
山

私
も
中
国
で
似
た
よ
う
な
景
色
を
見
ま
し

た
。

君
島

現
地
に
行
く
と
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
ね
。

富
山

同
じ
日
本
書
紀
の
中
で
、
素
戔
嗚
尊
が
、
一

度
朝
鮮
へ
行
く
。
そ
れ
で
日
本
に
帰
っ
て
き
て
「
こ

の
国
に
船
が
な
け
れ
ば
困
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
自

分
の
髭
を
抜
い
て
ぱ
ら
っ
と
撒
く
と
、
そ
れ
が
杉
に

な
る
。
眉
毛
を
抜
く
と
楠
に
、
胸
毛
を
撒
く
と
槙
に

な
っ
た
と
か
。
杉
は
船
を
作
る
の
に
使
い
な
さ
い
、

楠
も
船
に
使
い
な
さ
い
、
檜
は
お
宮
を
建
て
る
の
に

使
い
な
さ
い
、
槙
は
棺
桶
に
使
い
な
さ
い
と
、
そ
れ

が
今
の
用
途
と
一
緒
な
の
ね
。
素
戔
嗚
尊
の
息
子
、

五
十
猛
神
（
い
た
け
る
の
か
み
）
が
、
天
か
ら
下
り

て
き
て
、
た
く
さ
ん
木
の
種
を
持
っ
て
く
る
の
。
そ

れ
で
、
天
か
ら
持
っ
て
く
る
と
き
に
、
韓
國
（
か
ら

く
に
）
に
降
り
ず
し
て
、
筑
紫
の
国
か
ら
植
え
始
め

る
と
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
大
八
洲
（
お
お

や
し
ま
）
の
国
は
緑
が
絶
え
な
い
の
だ
と
。
今
日
、

お
宿
の
風
呂
お
け
が
槙
で
し
た
。
あ
の
よ
う
に
、
槙

っ
て
白
い
ん
で
す
。
古
代
の
棺
桶
も
だ
い
た
い
は
槙

を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
洪
水

を
退
治
し
た
神
が
日
本
で
は
、
植
林
の
神
に
な
っ
て

出
て
き
て
い
る
。

君
島

面
白
い
。中
国
と
日
本
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。

特
に
植
林
と
い
う
の
が
す
ご
い
。
今
の
時
代
に
も
通

用
す
る
。
日
本
に
も
、
中
国
に
も
言
え
る
こ
と
よ
ね
。

中
国
を
旅
し
て
痛
感
す
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
山
に
木

が
な
い
風
景
、
あ
れ
に
は
初
め
驚
き
ま
し
た
ね
。
言

わ
れ
て
み
れ
ば
、
植
林
の
伝
説
と
い
う
の
は
、
中
国

に
大
変
少
な
い
。
そ
し
て
現
実
に
も
木
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
ね
。
日
本
の
場

合
も
開
発
の
名
の
も
と
に
自
然
が
破
壊
さ
れ
、
大
洪

水
が
起
こ
る
の
と
一
緒
に
…
…
。

富
山

そ
う
。
日
本
は
世
界
に
誇
る
森
林
国
、
そ
し

て
殆
ど
唯
一
の
「
木
を
植
え
る
文
化
」
の
国
。
と
こ

ろ
が
今
、日
本
人
自
身
が
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

山
を
放
置
し
て
日
本
の
森
林
は
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
私
が
い
つ
も
強
調
し
、
警
告
し
て
い
る
の
が
こ

の
問
題
な
の
よ
。

君
島

ほ
ん
と
う
に
そ
う
ね
、
同
感
よ
。
災
害
を
招

来
す
る
の
も
人
間
、
防
衛
す
る
の
も
人
間
と
い
う
わ

け
ね
。

25



紙
数
の
都
合
で
今
回
は
ふ
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
こ
の
丹
後
の
地
は
、
海
に
面
し
て
は
見

事
な
船
屋
の
漁
村
、
そ
し
て
陸
を
見
れ
ば
、
一
面
の

棚
田
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
船
屋
は
、
今

で
は
舟
が
大
型
化
し
て
使
え
ず
、
人
が
使
わ
ね
ば
家

屋
は
朽
ち
か
け
、
沈
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
、

観
光
の
た
め
町
並
み
保
存
の
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

打
ち
付
け
た
り
し
て
、
何
と
か
外
形
ば
か
り
は
保
た

せ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

一
方
棚
田
は
、
世
が
世
な
ら
田
植
え
時
に
は
水
を

張
っ
て
、
そ
の
美
し
さ
と
広
が
り
の
ス
ケ
ー
ル
で
は

恐
ら
く
は
日
本
で
も
指
折
り
に
数
え
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
放
置
さ
れ
、

そ
こ
こ
こ
が
崩
れ
、
雑
草
や
雑
木
が
侵
入
し
て
廃
墟

化
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
棚
田
ブ
ー
ム
で
、
休
日
と
も
な
れ
ば
カ
メ

ラ
マ
ン
が
殺
到
し
ま
す
。
け
れ
ど
棚
田
は
、
そ
れ
を

作
る
に
も
維
持
管
理
す
る
に
も
、
最
も
過
酷
な
労
働

が
強
い
ら
れ
た
農
業
で
し
た
。

政
府
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
こ
の
先
中
山
間
地
の
耕

作
放
棄
地
は
四
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
の
ぼ
る
、
と

の
こ
と
で
す
。
四
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
農
地
が

ど
の
よ
う
な
広
さ
か
、あ
な
た
は
想
像
で
き
ま
す
か
。

例
え
ば
、
福
井
、
石
川
、
富
山
の
北
陸
三
県
と
日
本

有
数
の
穀
倉
、
新
潟
県
の
農
地
を
合
わ
せ
て
も
三
十

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
届
く
か
ど
う
か
、
と
い
う
ほ
ど
の

広
さ
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
の
広
大
な
面
積
が
、
棚
田
地

帯
だ
け
で
放
棄
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
日
本
中
の
海

岸
線
が
侵
さ
れ
る
風
景
で
す
。
そ
し
て
棚
田
が
放
棄

さ
れ
た
と
き
、つ
ま
り
は
人
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
、

森
林
も
ま
た
放
棄
さ
れ
、
廃
墟
化
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。
棚
田
と
森
林
と
は
、
そ
ん
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。

美
し
い
水
の
文
化
、
棚
田
。
棚
田
に
つ
い
て
も
、

い
つ
か
本
誌
で
光
を
当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

伝
説
の
地
は
、
ま
た
、
棚
田
地
帯
　
―

対
談
を
終
え
て

―
　
　
　
富
山
和
子

26

耕作放棄により荒れ始めている所も見える棚田

伊根町に残る船屋
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懇談パーティー風景 陣内秀信氏・岡本哲志氏による第１回研究成果発表

陣内秀信 氏・岡本哲志 氏による

「第１回研究成果発表」が行われました。
「舟運を通して都市の水の文化を探る」の第１回研究成果発表

が行われました。国内外の「水」との関わりの深い都市を研

究対象としたもので、大阪、千葉県佐原、福井県三国、山形

県大石田・酒田、中国・蘇州、タイ・バンコクでフィールド

ワークを実施してきました。今回の発表では、現地の人々と

のふれあいやハプニングなど、フィールドワークでのエピソ

ードをおりまぜながら、実測・ヒヤリングなどの調査の様子

や、丹念な調査から見えてくる、「水と人々のくらし」につい

て報告が行われました。

「ミツカン水の文化センター」の設立にあ

たり、１月26日（火）午後１時30分よ

り、東京青山のスパイラルホールで、設

立記念会が開催されました。会場には、

大学や博物館、企業などの各方面から、

“水”に想いを持つ方々にご来場をいただ

き、設立を記念するにふさわしい盛会と

なりました。

～プログラム～
◆

「ミツカン水の文化センター」
代表あいさつ

◆

アドバイザー代表あいさつ
評論家富山和子

◆

「ミツカン水の文化センター」
の御紹介

当センターより

◆

第１回研究成果発表
法政大学教授陣内秀信

岡本哲志都市建築研究所代表岡本哲志

◆

懇親パーティー

アドバイザーを代表して富山和子 氏が挨拶
当センターの設立にあたって多大なご助言をいただいたアド

バイザーを代表して、富山和子氏よりご挨拶を頂戴しました。
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ミツカン水の文化センター
ライブラリー
http://www.mizu.gr.jp/

《分類コード検索》
分類コード検索では、図書館の書棚を眺

めながら興味のある本に出会うように、興

味のある分野や地域から検索することがで

きます。検索項目を複数選ぶことができ、

雑誌・写真など、メディアから選ぶことも

できます。

〈例3〉
九州地方の風土をとりあげた写真集を探す

検索項目の中から、

分野別分類の「風土」、

対象地域の「九州」、さらに

メディア別の「写真・絵画」を選択します。

「検索」をクリック！

「水」関連図書データベースの検索方法
ホームページ

検索結果の一覧が画面に現われます。

書名をクリックすると著者の経歴・書籍

の目次など、詳細情報を見ることができ

ます。

〈例2〉
琵琶湖もしくは諏訪湖についての本を探す

キーワードの欄に「琵琶湖（スペース）

諏訪湖」と入力し、

「OR検索」を選択します。

「検索」をクリック！

〈例1〉
琵琶湖にまつわる民俗の本を探す

キーワードの欄に「琵琶湖（スペース）

民俗」と入力し、

「AND検索」を選択します。

「検索」をクリック！

《キーワード検索》
キーワード検索では、書名や著者名、本の

キーワードでの検索が可能です。

２つの検索方法があります
キーワード検索・分類コード検索

で本を探すことができます。

「AND検索」
AND検索は、与えられた条件をすべて満た

したものが、検索結果に選択されます。

「OR検索」
OR検索は、与えられた条件が1つでもあれ

ば、検索結果に選択されます。



―
―
編
集
後
記
―
―

▼
　
ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
も
本
格
的
に
始
動

し
、
設
立
記
念
会
に
は
、
二
◯
◯
名
近
い
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
聞
や
雑
誌
な
ど
各
方
面
で
当
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
さ

れ
、
本
誌
の
送
付
希
望
や
問
い
合
わ
せ
を
多
数
い
た
だ

き
ま
し
た
。
反
響
の
大
き
さ
に
、「
水
」
に
対
す
る
社
会

的
な
期
待
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
水
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
―
こ
ん
な

方
々
の
た
め
に
、
本
号
の
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
水
と
人
と
の
関
わ
り
を
見
つ
め
、
様
々

な
「
水
と
人
と
の
つ
き
あ
い
方
」
を
提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ま
が
、
あ
ら
た

め
て
身
の
回
り
を
振
り
返
り
、
水
を
見
つ
め
る
眼
差
し

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
水
の
文
化
」
創
刊
号
１
、
２
ペ
ー
ジ
の
絵
図
「
菱
垣
船
図
」
の

所
蔵
者
で
あ
る
、「
物
流
博
物
館
」（
東
京
都
）
様
の
記
載
が
欠
落

し
て
お
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
機
関
誌

「
水
の
文
化
」
第
2
号

発
行
日

1
9
9
9
（
平
成
十
一
）
年
6
月

発
　
行

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー

〒
4
7
5
‐
8
5
8
5
愛
知
県
半
田
市
中
村
町
2
‐
6

株
式
会
社
ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ
本
社
広
報
室
内

電
話
　
0
5
6
9
（
2
4
）
5
0
8
7

《
お
問
い
合
わ
せ
》

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
東
京
事
務
局

〒
1
4
3
・
0
0
1
6
東
京
都
大
田
区
大
森
北
2
‐
2
‐
10
・
4F

電
話
　
0
3
（
5
7
6
2
）
0
2
4
4

※ 禁無断転載複写
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